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は  じ  め  に 

 

 令和８(2026)年度エソール広島事業概要を作成しました。 

本書には、令和 7(2025)年度の事業実績と令和８(2026)年度の事業計画をとりまとめ

ております。御活用いただければ幸いです。 

 エソール広島（広島県女性総合センター）は、女性の地位向上と社会参画の活動拠点

として、平成元年に広島市中区富士見町地内に開館して以来、女性も男性も等しく能力

を発揮できる男女共同参画社会の実現に向け、社会の変化に対応しつつ、県や市町、関

係団体等と連携を図りながら事業を展開してまいりました。 

そうした中、エソール広島は、富士見町地区再開発事業により、平成 30 年６月にお

りづるタワー10 階（広島市中区大手町地内）に移転しました。 

昨年度は、各種講座の開催や連携・共催事業の実施等により、多くの皆様にご利用い

ただきました。 

今後も、オンラインの活用をはじめとした各種講座や団体、市町等との連携・共催事

業を進めるなど、関係各位のお力添えをいただきながら、男女共同参画社会の実現に向

けて、事業に全力を挙げて取り組んでいく所存です。 

当財団が、今後とも、より一層その役割を果たしていけますよう、引き続きの御指導

と格別の御支援をお願い申し上げます。 

 

令和８(2026)年７月 

 

                 公益財団法人 広島県男女共同参画財団 

理事長  石 田  洋 子 
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Ⅰ 目 的 
   エソール広島は、女性も男性も一人の人間としての尊厳が保障され、安心して生き生きと 

暮らすことのできる地域社会づくりを目指して、女性の自立と社会参画を促進し、県民福祉

の向上と明日の広島県づくりを目的として設置されました。 

 

Ⅱ 令和８年度事業計画 
 

１ 趣旨 

  広島県男女共同参画財団では、近年のジェンダー主流化の流れや、社会的孤立の深まり、

LGBT 等を取り巻く社会情勢の変化等を踏まえ、「広島県男女共同参画推進条例」に定める基本

理念及び令和８年度に策定予定の「わたしらしい生き方応援プランひろしま（広島県男女共同

参画基本計画(第６次)」と整合性を図りながら、男女共同参画社会の実現に向けてジェンダー

平等の推進及び性の多様性の理解促進を図るための事業を実施する。また、男女共同参画やダ

イバーシティ（多様性）に関わる団体、市町等と連携・協働して、より公益目的に資する事業

を展開する。 

 

２ 内容 

「人づくり」「環境づくり」「安心づくり」を領域とした事業を展開する。 

各事業においては、教育機関や企業等とも連携し、意見交換や議論をする場づくり、活動発

表・交流の機会を確保し、幅広い年齢層に向けてアプローチしていく。 

○ 固定的役割意識を解消し、セクシュアリティにかかわらず自分らしい生き方を選択する 

意識改革のための支援（人・環境づくり） 

○ セクシュアリティにかかわらず安心して暮らせる社会をつくるための環境整備（人・環

境・安心づくり） 

○ 男女共同参画を推進する団体・個人や市町等との交流・連携強化（環境づくり） 

 

※ 【 】内の数値は令和８年度予算で、各項目に記載の事業の合計を記載して 

いる。事業の中には「再掲」のものもあるため、すべての事業計は全体の予算 

額とは一致しない。（ ）内の数字は、令和７年度当初予算額。 
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（１）人づくり 

 ア 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

                              【2,611 千円（3,156 千円）】 

項  目 内  容 財源 

人材育成 

○エソール塾 in 府中市  

 男女共同参画の視点を持ち地域や職場で活躍できる人材

を育成するための講座を実施 

○地域防災リーダー育成講座（２回連続講座） 

○支援者養成講座（２回連続講座） 

補助 

 

 

補助 

基金 

研修・ 

啓発事業 

○研修受託・講師紹介 

（自治体や企業等の研修に対する講師派遣・講師紹介） 

○共催事業（研修等） 

○男女共同参画公開講座 

○男女共同参画週間、国際男性デー、国際女性デー等での啓

発活動 

○ＬＧＢＴ理解促進事業 

基金 

 

補助 

補助 

補助 

 

補助 

 

イ 多様なチャレンジを支援する事業              【381 千円（281 千円）】 

項  目 内  容 財源 

若年層への啓発 

○小学生を対象としたジェンダー啓発事業 

 ジェンダーやＤＥＩについて学ぶ、「エソールで学ぼう」

を実施。また登録利用団体と連携し、伝承者による被爆体験

伝承講話を学校からの希望により実施 

○高校への出前授業（５校程度実施） 

○広島県教育委員会事務局との共催 

県立高校への「LGBT」「命の教育」をテーマとした出前授業

（17 校実施） 

補助 

 

 

 

基金 

補助 

 

 

 

（２）環境づくり 

ア 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

    （再掲）                      【1,652 千円（2,423 千円）】 

項  目 内  容 財源 

研修・ 

啓発事業 

○研修受託・講師紹介 

（自治体や企業等の研修に対する講師派遣・講師紹介） 

○共催事業（研修等） 

○男女共同参画公開講座 

○男女共同参画週間、国際男性デー、国際女性デー等での啓

発活動 

○ＬＧＢＴ理解促進事業 

基金 

 

補助 

補助 

補助 

 

補助 
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イ 多様なチャレンジを支援する事業（一部再掲）       【381 千円（281 千円）】 

項  目 内  容 財源 

若年層への啓発 

○小学生を対象としたジェンダー啓発事業（再掲） 

○高校への出前授業（再掲） 

○広島県教育委員会事務局との共催（再掲） 

 県立高校への「LGBT」「命の教育」をテーマとした出前授業

（17 校実施） 

○高校及び大学等との連携 

男女共同参画に関する社会課題について、自主的な学びや

若年層に特化した活動・交流の場を提供 

補助 

基金 

補助 

 

 

補助 

 

 

ウ 男女共同参画・ダイバーシティに関する情報の収集及び発信 

【407 千円（395 千円）】 

項  目 内  容 財源 

HP 及び SNS を利用

した情報発信 

○HP、Facebook、Instagram による情報発信 

○メールマガジンによる情報配信 

（月２回登録者へ配信） 

補助 

補助 

文献情報及び 

視聴覚情報の 

収集・提供 

○図書及び行政資料の閲覧及び貸出 

○男女共同参画啓発等パネルの作成・貸出 

補助 

補助 

人材（財）情報の

収集・提供 

○関係団体の活動情報 

○講師等の人材（財）の情報収集 

○審議会等委員への人材（財）紹介 

補助 

補助 

補助 

調査・研究 ○大学や他団体との連携による調査・研究 基金 

 

エ 女性団体等との協働・連携及び活動・交流支援        【104 千円（300 千円）】 

項  目 内  容 財源 

協働・連携事業 
○共催及び後援 

 男女共同参画を推進する団体等の活動をサポート 
補助 

活動・交流支援 

〇「エソールフェスタ（仮称）」の開催【新】 

  エソール広島で活動している男女共同参画推進 

団体等に活動発表の場を提供するとともに、団体 

間の交流を図ることを目的として実施。 

○高校及び大学等との連携（再掲） 

○男女共同参画を目的とした内容について、研修室等の活動

の場を提供 

○県内で活動する団体の紹介 

○情報スペースでの資料等の提供 

〇学生等ボランティアスタッフの活用 

補助 

 

 

 

補助 

補助 

 

補助 

補助 

補助 
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（３）安心づくり 

ア 男女共同参画に関する相談              【1,915 千円（1,875 千円）】 

項  目 内  容 財源 

電話相談 

内容：生活上の困りごと等について 

対応：専任相談員１名、相談員 1名、ボランティア相談員 20

名 

時間：10～16 時(水･日･祝日除く) 

補助 

面接相談 

内容：主に夫婦、家族等について 

対応：専任相談員１名、ボランティア相談員３名 

時間：毎週金曜日 13 時～16 時 

補助 

弁護士相談 

内容：弁護士による相談及び支援者への助言 

対応：弁護士 

時間：奇数月第３金曜日午後 

補助 

LGBT 

電話相談 

対応：専任相談員１名、相談員３名 

時間：毎週土曜日 10 時～16 時 
補助 

LGBT 

面接相談 

内容：支援者による相談及び助言 

場所：エソール広島及び県内市町へ支援者が出向き、 

実施 

回数：年２回程度 

補助 

 

 イ 相談員研修                        【160 千円（154 千円）】 

項  目 内  容 財源 

相談員研修会 

内容：相談員の資質及び技術向上のための研修会を 

実施 

開催：年６回程度 

補助 
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Ⅲ 令和７年度事業実施報告 

 
【事業一覧】 
  

Ⅰ 人づくり 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

（１）男女共同参画に関する人材育成 補 

（２）男女共同参画に関する研修・啓発 補・基・委  
 

２ 多様なチャレンジを支援する事業 

（１）小学生を対象としたジェンダー啓発事業 補 

（２）高校生向け出前授業 基 

（３）セクシュアリティ教育講演会 補 
 

Ⅱ 環境づくり 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

  （再掲） 

（１）男女共同参画に関する研修・啓発（再掲） 補・基・委  
 

２ 多様なチャレンジを支援する事業（一部再掲） 

（１）小学生を対象としたジェンダー啓発事業（再掲） 補 

（２）高校生向け出前授業（再掲） 基 

（３）セクシュアリティ教育講演会（再掲） 補 

（４）高校・大学等との連携 補 
 

３ 男女共同参画・ダイバーシティに関する情報の収集及び提供 

（１）ホームページ及びＳＮＳ等を利用した情報発信 補 

（２）文献情報・視聴覚教材の収集及び提供（情報スペースの運営） 補 
 

 ４ 女性団体等との協働・連携及び活動・交流支援 

（１）女性団体等との協働・連携 補 

（２）女性団体等への活動・交流支援 補 
 

Ⅲ 安心づくり 

１ 男女共同参画に関する相談 

（１）相談事業（エソール広島相談事業） 補 

（２）専門家による無料相談 補 

  （３）相談員研修 補 
 

【財団運営】 
 

Ⅳ 財団運営 補 
 

Ⅴ 運営体制及びガバナンス強化の取組 

  

 ※ 補：県補助事業、基：21 世紀基金事業、委：委託事業 

  ※【 】内の額は、同事業に要した経費 
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Ⅰ 人づくり 

 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

 

（１）男女共同参画に関する人材育成                      

ア 出張！エソール塾                          【436 千円】  

（ア）実施内容 

県内市町とエソール広島が連携し、参加者が、対話の場を通じて、地域や職場の身近な 

課題や魅力に気づき、共有し、自らの行動変容につなげ、地域や職場の指導的地位や意思 

決定の場に参画し、活躍できる人材の育成に向けた「出張！エソール塾」を実施した。 

 

  〇 令和７年度共催市：東広島市 

  〇 全５回講座 

   ・形 式：集合 

・定 員：20 人 

・受講料：無料 

・プログラム 

実施日時 内 容 講師等 

8/27 
14：00 

～16：00 

開講式 

男女共同参画の理解 

石田 洋子 

（公益財団法人広島県男女共

同参画財団理事長） 

9/10 
14：00 

～16：00 
防災の学びからジェンダーを考える 

香川 恭子さん 

（防災士・共同参画防災アド

バイザー） 

9/24 
14：00 

～16：00 

身近な課題と解決について考える 

（課題提起） 

高藤 まりこさん 

（ゆえん合同会社代表、おこ

フェス実行委員会会長） 

10/15 
14：00 

～16：00 

身近な課題と解決について考える 

（考察・まとめ） 
高藤 まりこさん 

10/28 
14：00 

～16：00 

振り返りと発表、市長との交流 

修了式 

特別ゲスト：髙垣  德さん

（東広島市長） 

※ コーディネーター：丸山 法子さん 

（株式会社 Rensa 福祉事業部リエゾン地域福祉研究所代表、 

社会福祉士・生涯学習開発財団マスターコーチ） 

 

（イ）実績 

① 受講者及び修了者 

受講者 修了者 修了率 備 考 

17 人 17 人    100.0％ ２回目にオブザーバー参加１名あり 
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② 講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 受講者の満足度（アンケート回答者数 １５人） 

 
満足 やや満足 

どちらでも

ない 
やや不満 不満 計 

人数（人） 12 3 0 0 0 15 

割合（％） 80.0 20.0 - - - 100.0 

 

④ 受講者の理解度（アンケート回答者数 15 人） 

 
深まった やや深まった 

あまり深まら

なかった 

深まらなかっ 

た 
計 

人数（人） 13  2 0 0  15 

割合（％） 86.7 13.3   - - 100.0 

 

⑤ 受講者の声（抜粋） 

  ・非常に良い経験になったし、刺激を受けた。 

    ・直接市長に会えて話を聞く機会はとても良かったと思う。市政への関心も高まると思 

    った。 

・何度も何度も LINE や Zoom でやり取りし、５分間のプレゼンをすることができた。 

とても良い 2 か月半だった。明日からも頑張ろうと思う。 

・性別、学歴、職業の経済格差にずっと悩まされてきた私としては、男女共同参画財団 

という存在を知り、講師の方の講座を受講させていただき、女性が社会でしっかり結果 

を出されていることに、とても感銘を受けた。 

・３０年前には我慢するしかなかったことも、今なら実現するのかも知れない、と今か 

らの生き方を見つめ直すきっかけになった。 

・チーム力がよかったし、行政に提言できた体験がすごくよかった。 

・行政に提言するという貴重な経験ができて、大変有意義な時間だった。 
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（ウ）成果 

     当財団は、これまで、ひろしま女性大学、エソール広島大学といった人材育成の場を提

供してきたところである。エソール塾は、市町に出向いて開催することにより、新たな人

材育成の場を提供することができた。また、多くの塾生が率先して参加し、行政に対して

提言にまで至ったことは大きな成果と考える。 

     人材育成の面からも、今後の活動に期待できるものである。 

 

（エ）課題 

   今後実施市町が増えていく中で、修了生間のネットワークづくりが必要となってくる。 

   修了生の活躍の場を検討する必要がある。 

 

 （オ）今後の取組 

   実施する地域に偏りがないよう実施場所を決定し、引き続き実施する。 

   実施に当たっては、修了生にも参加してもらうなどして、活躍の場を提供する。 

 

イ 地域防災リーダー育成講座                      【193 千円】 

（ア）実施内容   

男女共同参画の視点を取り入れた防災対策・地域づくりの担い手を育成するため、地域 

で活躍できる防災リーダーの育成連続講座を実施した。 

  講座は、実践的な学びとするため集合型とし、避難所運営実地訓練も行った。 

 

○ ２回連続講座 

・形 式：集合 

・定 員：35 人 

・受講料：無料（材料費：1,000 円） 

・プログラム 

実施日時 内 容 講 師 

2/21 
13：30 

～16：30 

・目当て、考え方の共有 

・避難所開設に向けて 

 開設キットを参考にしながら、流れの確

認、担当班ごとに考える 

・施設の見学 

・話し合いの仕方 

・グループワーク 

 翌日に向けた準備 

（グループ間共有） 

香川 恭子さん 

（防災士・共同参画防災アド

バイザー、ＮＰＯ法人ひろし

まＮＰＯセンター理事、こど

も子育て応援広島労働者協同

組合代表） 

佐藤 千代子さん 

（防災士・広島県避難所運

営・訓練アドバイザー、日本

防災士県支部東部地区長） 2/22 
10：00 

～16：00 

・避難所を設営 

・避難者として体験する 

・段ボールベット組み立て体験 

・仮設トイレ 

・非常食 試食 など 

・避難所レイアウトについて 

（グループ、個人発表） 
 

（イ）実績 

① 受講者及び修了者 

受講者 修了者 修了率 開催期間 

33 人 24 人 72.7％ 2/21～2/22（２日間） 
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    ② 講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 受講者の満足度（アンケート回答者数 24 人） 

 
満足 やや満足 

どちらで

もない 
やや不満 不満 無回答 計 

人数（人） 20 1 1 0 0 2 24 

割合（％） 83.3 4.2 4.2 - - 8.3 100.0 

割合（％） 
（無回答を除く。） 

90.9 4.5 4.5 - - - 100.0 

 

④ 受講者の理解度（アンケート回答者数 24 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 15 7 0 0 2 24 

割合（％） 62.5 29.2 - - 8.3 100.0 

割合（％） 
（無回答を除く。） 

68.2 31.8 - - - 100.0 

 

⑤ 受講者の声（抜粋） 

  ・男女参画についてより深く考察することが出来た。 

・ここまで実践的な内容なのは初めてだった。 

・たくさんの人が参加され（年齢等）色々な考えがあり、自分の気づきにもなった。 

・グループワーク的、実践的な講座で大変ためになった。 

・「みんなにやさしい」のテーマで思うことをシェアして、いろいろな「みんな」が出 

て面白かった。   

 

  （ウ）成果 

     参加の利便性を考慮し、２日間連続の講座として実施した。参加者からは他にはない有

意義な防災講座であったなど、高い評価を得ることができた。 
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  （エ）課題 

   防災を学ぶ上で、ジェンダーの視点は欠かせないと認識している。このため、もっと多 

くの人にその必要性を広めることが重要と考える。 

 

 （オ）今後の取組 

   ジェンダーの視点を盛り込んだ避難所運営について、講座の内容を工夫しながら、引き

続き実施する。 

 

ウ 対人支援の技術                           【188 千円】 

  （ア）実施内容 

令和４～６年度において実施した「対人支援の技術」講座の修了者や広島県内で相談に 

対応する人材等の技術の向上を図るため、より実践的にカウンセリング方法等を学ぶ「対 

人支援の技術：実践編」を実施した。 

 

○ ２回連続講座 

・形 式：集合 

・定 員：30 人 

・受講料：10,000 円 

・プログラム 

実施日時 テーマ 講 師 

7/19 10：00～16：00 カウンセリングの立ち上げ方 
宮田 智基さん 
（帝塚山学院大学大学院教授） 

7/20 10：00～16：00 応答スキルの向上 

 

（イ）実績 

① 受講者数等 

区分 令和７年度 令和６年度 令和５年度 

講座日数 ２日 ３日 ３日 

受講者 34 人 24 人 39 人 

修了者 34 人 22 人 37 人 

修了率 100.0％ 91.7％ 94.9％ 

備 考 
ＬＧＢＴ電話相談員 

研修として 3 人参加 

フォローアップ研修 

（１日）あり 

フォローアップ研修

（１日）あり 

 

② 講座の様子   
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③ 受講者の満足度（アンケート回答者数 34 人） 

 
満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 計 

人数（人） 33  0 0 0 0 1  34 

割合（％） 97.1    -   -   - - 2.9 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
100.0 - - - - - 100.0 

 

④ 受講者の理解度（アンケート回答者数 34 人） 

 
深まった やや深まった 

あまり深まら

なかった 

深まらなかっ

た 
計 

人数（人） 29  5 0 0    34 

割合（％） 85.3 14.7   - - 100.0 

 

⑤ 受講者の声（抜粋） 

 ・ 実際の事例を通して講師が考えられた内容が、とても役に立った。 

・ 改めて再確認することがたくさんあり、有意義な時間だった。 

・ 講師の経験も交え、具体的な話がよかった。 

・ クライアントの話の見立て方や伝え方を学ぶことができて、実践に移すイメー 

ジがついた。 

・ これまで経験値で計っていたことをきちんと理論的に学べた。カウンセリング 

の立ち上げ方から丁寧にレクチャーがあったので、すごく知識の保管ができた。 

・ ロールプレイを通して、学んだことを意識しながら実践できてよかった。 

・ ロールプレイで話し手になることで、クライアントの心情を体験できた。 

 

（ウ）成果 

今年度は、「対人支援の技術」講座等の修了者や相談業務に携わる者を対象とした実践

的な講座内容としたため、参加者は限定されたが、定員を上回る応募があり、参加者の満

足度は非常に高かった。 

 

（エ）課題 

     相談現場において、より高度な相談技術が求められる今日、対応できる人材を育成する

必要がある。 

このため今後は、さらにスキルアップした講座の内容を検討する必要がある。 

 

  （オ）今後の取組 

   より実践的な講座の内容を組み立て実施するとともに、市町・企業等に働きかけ、受講

者の確保に努める。 

 

 

（２）男女共同参画に関する研修・啓発                    

ア 公開講座                              【940 千円】    

  （ア）実施内容 

   男女共同参画社会の実現に向け、広く県民の意識啓発を図るとともに、当財団が実施す 

る事業への誘導の役割も担って実施した。 
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（イ）実績 

    ① 山崎ナオコーラさん講演会～ものがたりをジェンダーの視点でたのしむ～ 

     ａ 受講者数 

実施日 実施方法 講 師 定 員 受講料 受講者 

5/18 集合・オンライン 
山崎 ナオコーラさん 

（小説家・エッセイスト） 

180 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 100 人) 
無料 

208 人 
（うちサテライト会場 14 人 

ｵﾝﾗｲﾝ 107 人) 

 

ｂ 受講者の満足度（アンケート回答者数 102 人） 

 
満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 計 

人数（人） 59 35 4 2 0 2 102 

割合（％） 57.8 34.3 3.9 2.0 - 2.0 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
59.0 35.0 4.0 2.0 - - 100.0 

 

ｃ 受講者の理解度（アンケート回答者数 102 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 61 36 2 0 3 102 

割合（％） 59.8 35.3 2.0 - 2.9 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
61.6 36.4 2.0 - - 100.0 

 

    ② 若者の転出超過とジェンダーを考える 

   ａ 受講者数 

実施日 実施方法 講 師 定 員 受講料 受講者 

6/28 集合・オンライン 

１ 転出超過の現状について 

山脇 千稔さん 

（広島県経営企画チーム担当監） 

２ 課題提起 

瀬古 素子さん 

（叡啓大学准教授） 

３ パネルディスカッション 

・ファシリテーター 

瀬古 素子さん 

・パネリスト 

  新社会人 ２人 

  県内大学生 1 人 

川岸 浩司さん 

（オタフクホールディングス(株)） 

木下 麻子さん 

（(株)ひろぎんホールディングス） 

150 人 
（うちｵﾝﾗｲﾝ 100 人) 

無料 
96 人 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 63 人) 
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   ｂ 受講者の満足度（アンケート回答者数 43 人） 

 
満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答 計 

人数（人） 29 11 2 0 0 1 43 

割合（％） 67.4 25.6 4.7 - - 2.3 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
69.0 26.2 4.8 - - - 100.0 

 

ｃ 受講者の理解度（アンケート回答者数 43 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 25 15 2 0 1 43 

割合（％） 58.1 34.9 4.7 - 2.3 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
59.5 35.7 4.8 - - 100.0 

 

   ③ 知ってほしい性の多様性（実践編） 

   ａ 受講者数 

実施日 実施方法 講 師 定 員 受講料 受講者 

7/31 
集合・オンライ

ン・オンデマンド 

河口 和也さん 

（広島修道大学教授） 

高畑 桜さん 

（（一社）ここいろ hiroshima 共同代表理事） 

蓮沼 如月さん 

（広島市立安西中学校養護教諭） 

220 人 
（うちｵﾝﾗｲﾝ 160 人) 

オンデマンド 

要事前申込 

無料 
205 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 39 人 

 オンデマンド 141 人） 

 

   ｂ 受講者の満足度（アンケート回答者数 59 人） 

 
満足 やや満足 

ど ち ら で
もない 

やや不満 不満 無回答 計 

人数（人）  44 11  3 0 0  1  59 

割合（％） 74.6 18.6 5.1   -   - 1.7 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
75.9 19.0 5.2 - - - 100.0 

 

ｃ 受講者の理解度（アンケート回答者数 59 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 44 12 2 0 1 59 

割合（％） 74.6 20.3 3.4 - 1.7 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
75.9 20.7 3.4 - - 100.0 

 



- 14 - 

 

    ④ 男性相談の現場から考える～家族もしくは親密な関係における暴力の背景と構図～ 

   ａ 受講者数 

実施日 実施方法 講 師 定 員 受講料 受講者 

11/16 
集合・オンライ

ン・オンデマンド 

中村 正さん 

（立命館大学産業社会部特

任教授・名誉教授） 

100 人 
（うちｵﾝﾗｲﾝ 70 人) 

オンデマンド 

要事前申込 

無料 
195 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 45 人 

 オンデマンド 130 人） 

 

   ｂ 受講者の満足度（アンケート回答者数 56 人） 

 
満足 やや満足 

どちらで

もない 
やや不満 不満 無回答 計 

人数（人） 34 19 0 1 0 2 56 

割合（％） 60.7 33.9 - 1.8 - 3.6 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
63.0 35.2 - 1.9 - - 100.0 

 

ｃ 受講者の理解度（アンケート回答者数 56 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 36 18 1 0 1 56 

割合（％） 64.3 32.1 1.8 - 1.8 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
65.5 32.7 1.8 - - 100.0 

 

  ⑤ みんなで取り組むやさしい防災講座～避難所運営について考えてみよう～（再掲） 

   ａ 受講者数 

実施日 実施方法 講 師 定 員 受講料 受講者 

2/21～ 

2/22 
集合 

香川 恭子さん 

（防災士・共同参画アドバイザー、ＮＰＯ法人

ひろしまＮＰＯセンター理事、こども子育て応

援広島労働者協同組合代表） 

佐藤 千代子さん 

（広島県避難所運営・訓練アドバイザ

ー、日本防災士県支部東部地区長） 

35 人 

無料 

（ただし材料費 

      1,000 円） 

33 人 

 

ｂ 受講者の満足度（アンケート回答者数 24 人） 

 
満足 やや満足 

どちらで

もない 
やや不満 不満 無回答 計 

人数（人） 20 1 1 0 0 2 24 

割合（％） 83.3 4.2 4.2 - - 8.3 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
90.9 4.5 4.5 - - - 100.0 
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ｃ 受講者の理解度（アンケート回答者数 24 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 15 7 0 0 2 24 

割合（％） 62.5 29.2 - - 8.3 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
68.2 31.8 - - - 100.0 

 

⑥ ＳＮＳの落とし穴～その時、あなたはどうする？～ 

   ａ 受講者数 

実施日 実施方法 講 師 定 員 受講料 受講者 

3/1 集合・オンライン 

櫻井 鼓さん 

（追手門学院大学教授、横浜

思春期問題研究所副所長） 

100 人 

（うちｵﾝﾗｲ
ﾝ 70 人) 

無料 
72 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 50 人) 

 

ｂ 受講者の満足度（アンケート回答者数 35 人） 

 
満足 やや満足 

どちらでも

ない 
やや不満 不満 計 

人数（人） 25 9 0 0 1 35 

割合（％） 71.4 25.7     - - 2.9 100.0 

 

ｃ 受講者の理解度（アンケート回答者数 35 人） 

 
深まった 

やや深まっ

た 

あまり深ま

らなかった 

深まらなか

った 
無回答 計 

人数（人） 25 9 0 0 1 35 

割合（％） 71.4 25.7    - - 2.9 100.0 

割合（％） 

（無回答を除く。） 
73.5 26.5 - - - 100.0 

 

（ウ）成果 

   すべての講座において、高い満足度となった。 

   エソール広島の認知度向上を図るため、著名人による講演会を行い、これまでエソール

広島を知らなかった層の参加により認知度向上に努めた。 

   また、喫緊の課題といえる「若者の転出超過」や「男性相談」をテーマとした講演会を

開催し、テーマに関心のある参加者にエソール広島の取組を周知することができた。 

 

（エ）課題 

     エソール広島の認知度を上げるために公開講座は有効であると考えられることから、こ

れまで受講の機会がなかった層に対して、講座を受講してもらえるよう、講座内容をより

一層充実させる必要がある。 

 

  （オ）今後の取組 

     市町等と連携し、サテライト会場に配信するなど、広く県内からの受講者を獲得する。 

     引き続き、県民ニーズや社会的ニーズに対応した講座を実施する。 
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イ エソールつながるトークリレー（YouTube 動画配信）          【121 千円】 

（ア） 実施内容 

男女共同参画やジェンダーについて理解を深めるため、啓発動画を作成し、YouTube を

活用して配信することにより、広く県民への啓発を行った。 

 また、各動画のテーマについては、財団が実施する事業や週間、月間、運動等を考慮し

ながら選定し、各課題の実態や支援の方法を知り、自分ごととして考える効果的なタイミ

ングを計った。 

 

（イ）実績 

公開期間 テーマ 講 師 備 考 

4/1～ 
上手な聴き方・伝え方 

～共感的な聴き方～ 

宮田智基さん 

（帝塚山学院大学大学院教授） 
対人支援の技術講

座に合わせて実施 

（事前学習として

活用） 4/1～ 
上手な聴き方・伝え方 

～勇気づける言葉がけ～ 

宮田智基さん 

（帝塚山学院大学大学院教授） 

5/31～ 
性の多様性に関していま教育現場

で必要なこと①、② 

河口 和也さん 

（広島修道大学教授） 

プライド月間、男

女共同参画公開講

座に合わせて実施

（事前学習として

活用） 
5/31～ 

多様な性のあり方を前提とした学

校づくり 

高畑 桜さん 

（一般社団法人ここいろ

hiroshima 共同代表理事） 

8/4～ 
社会心理学の視点からジェンダー

を考える①、② 

森永康子さん 

（広島文教大学教授） 
 

9/1～ 
川柳からジェンダーを考える①、 

② 

山田 幸さん 

（広島大学大学院特任助教、 

日本放送作家協会中国四国支部監事） 

広島県主催「ちぃ

ともやもやジェン

ダー川柳コンテス

ト」募集開始に合

わせて実施 

3/1～ 
五・七・五でひろしまをアップデ

ート ちぃともやもやジェンダー

川柳対談 

上水流 久彦さん 

（県立広島大学教授） 

山田 幸さん 

（広島大学大学院特任助教、 

日本放送作家協会中国四国支部監事） 

広島県主催「ちぃ

ともやもやジェン

ダー川柳コンテス

ト」3 年間の振り

返りとして実施 
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（ウ）成果 

   公開講座の事前学習や講座関連内容として、コンテンツをアップすることにより、講座

の理解を深めることに努めた。 

   県からの委託事業として実施した「ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト」に呼応

したコンテンツをアップすることにより、県民のジェンダーバイアスの解消に向けた意識

啓発に努めた。 

 

（エ）課題 

 エソール広島が実施する事業に沿った内容で動画作成を行ってきているが、再生回数が、 

伸び悩んでいる。 

 

 （オ）今後の取組 

 これまでに蓄積され現在でも有益なコンテンツが数多くあることから、新規の動画作成 

はいったん終了することとし、必要に応じて動画配信を行う。 

 

ウ 研修受託事業（平成17年度から実施）                 【561千円】 

  （ア）実施内容 

   男女共同参画に関する講演・講座について、県内の機関・団体からの申請により、講師 

派遣を行い、県民の男女共同参画に関する意識啓発に寄与した。 

 

（イ）実績 

実施日 依 頼 者 依頼内容（演題等） 受講者 

7/25 
呉市阿賀地区人権教育・啓発推

進協議会 
子どもの人権について 46 人 

8/3 
三次市地域共創部共生社会推進

課 
人生 100 年代のキャリアデザイン 15 人 

9/19 

（午前） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 104 人 

9/19 

（午後） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 103 人 

9/25 一般財団法人緑風会 
男女の働き方改革（ワークライフバラン

ス） 
20 人 

10/6 

（午前） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 90 人 

10/6 

（午後） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 82 人 

10/28 広島県北部総務事務所 
人権研修（アンコンシャスバイアスにつ

いて） 
177 人 

10/30 庄原市市民生活課 人生 100 年代のキャリアデザイン 24 人 

10/31 広島県北部総務事務所 
人権研修（アンコンシャスバイアスにつ

いて） 
174 人 
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実施日 依 頼 者 依頼内容（演題等） 受講者 

11/8 東広島市人権男女共同参画課 命を守る！家族・親子ミーティング 40 人 

11/17 三原市議会事務局 イマドキのハラスメント 24 人 

11/27 幸洋汽船株式会社 職場におけるコミュニケーション 18 人 

12/6 
三次市地域共創部共生社会推進

課 

人生はあっという間～“子どもの世話に

なりたくない”とは言うものの 
30 人 

12/6 東広島市人権男女共同参画課 命を守る！家族・親子ミーティング 49 人 

11/10～ 

2/28 
東広島市人権男女共同参画課 ワークライフバランス（動画配信） 220 人 

2/28 
北広島町人権・生活総合相談セ

ンター 

男女共同参画の視点を取り入れた 

防災教室 
59 人 

3/8 
三次市地域共創部共生社会推進

課 

男女共同参画推進映画上映会講話 

（MIYOSHI2026 国際女性デー） 
180 人 

計 10 団体 18 回 

【参考】 

R06：16 団体 28 回 2,185 人 

R05：17 団体 25 回 1,692 人 

1,455 人 

 

（ウ）成果 

   受託団体、回数、受講者数ともに、昨年度より減少したが、新規の依頼先があった。ま

た、公開講座で実施したテーマが、研修受託の内容につながった。 

     

（エ）課題 

依頼内容には、講師紹介が多くあることから、事業内容について、講師紹介へ変更す

るよう検討が必要である。 

 

  （オ）今後の取組 

     当面は、研修受託に加え、依頼者が求める講師を紹介していくこととする。 

 

エ 令和７年度わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業 

（ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト 2025）（広島県委託事業） 【8,682 千円】 

（ア）目的 

「わたしらしい生き方応援プランひろしま」に基づき、性別に関わらず、個性と能力を 

十分に発揮しながら、人生のステージに応じて自分らしい働き方や暮らし方を選択してい 

る県民が増えることを目指すため、「ジェンダー川柳コンテスト事業」を広島県から受託 

し、実施した。 

 

（イ）実施概要 

    ○ 川柳キャンペーンの企画・運営 

     ・ 作品の公募（特設サイトの作成等） 

     ・ コンテストの周知 

     ・ 公募作品の審査 

     ・ 情報発信 
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作品の募集期間  令和７年 9 月２日（火）～令和７年 10 月 13 日（月・祝） 

募集 公募サイト、はがき、ＦＡＸ等 

応募作品数 4,244 作品 

入賞作品 30 作品 

県民投票による共感度 No.1 賞 2,343 票の投票から最も票を集めた作品 

 

・ 受賞作品の発表（授賞式の開催） 

最優秀賞 「やっといた。」 その報告は いりません！ 

優秀賞 なぜないの？ 男子トイレに オムツ台 

優秀賞 振袖を 着せたい祖母と 着ない「僕」 

審査員賞 男飯 女が作れば ズボラ飯。 

中国電力 
「一日も。百年も。」賞 

新人に ジェンダー配慮 教えられ 

ひろぎんホールディングス 
「未来を、ひろげる。」賞 

いま令和 ニュースは未だに 女性初 

広島ガス 
「このまち思い」賞 

「休めんよ。」 いやいや、私も 休めんよ？ 

広島電鉄 
「広島のワクワク」賞 

多様性 語る上司の 昭和感 

フジ 
「お客さまとのつながり」賞 

家事リーダー いつまで夫は サブリーダー？ 

マツダ 
「前向きに今日を生きる人の輪を広げる」賞 

胸を張れ 彼女と生きる 我が娘 

県民共感度№１賞 「休めんよ。」 いやいや、私も 休めんよ？ 

 

  （ウ）成果 

     応募数は県の目標値を達成できなかったが、昨年度を大きく上回り、応募に際して当財

団の認知度の向上につながった。 

     一次審査は、県内の男女共同参画に関する団体や県内大学生を審査員として迎え、審査 

員同士の交流を図ることができた。 

 事業広報や県民投票は、多くの市町や関連団体と連携で実施することができた。 

   また、ジェンダー川柳を通じた意識啓発を図るため、財団独自で、YouTube による情報 

発信事業を行った。 

 

（エ）今後の取組 

   同事業の結果等を財団のホームページに掲載し、広報に注力する。 

また、同事業で作成したパネルを広島県から使用許可を得たうえで、貸出を引き続き実 

施する。 
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２ 多様なチャレンジを支援する事業 
（１）小学生を対象としたジェンダー啓発事業 

ア 実施内容 

広く県内市町の児童を対象に、平和学習や男女共同参画社会の実現に向けた基礎知識を習

得することを目的とし、エソール広島での学びの場を提供した。エソール広島について、子

供達を通じて、保護者等への認知度の向上を図った。 

    
   （講座内容） 
   １ ジェンダー、ＤＥＩについての講座（必須） 
    ・ エソール広島の紹介 
    ・ ジェンダー平等 
    ・ ＤＥＩ 

   ２ 平和学習（任意）  

    ・ 伝承者による被爆体験伝承講座 

 

イ 実績 

（ア）実施校及び参加者 

実施日 実施校名 学年 実施講座 参加者 

9/19 熊野町立熊野第三小学校 ６年 ジェンダーについての講座 48 人 

9/22 呉市立白岳小学校 ６年 ジェンダーについての講座 85 人 

1/30 庄原市立東城小学校 ６年 ジェンダーについての講座 46 人 

計 ３市町 ３校 ３回 179 人 

 

（イ）講座の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 成果 

  今年度初めての事業で、３つの小学校から申込みがあった。小学生にも興味をもって説明 

を聞いてもらえるよう、資料作りや説明方法も工夫し、児童からも活発に発言があるなど、 

参加児童や引率教員から好評を得ることができた。 
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エ 課題 

    この事業は、ジェンダーについての学びのほか、伝承者による被爆体験伝承講座を計画 

していたが、平和学習に関しては申込みがなかった。  

 

  オ 今後の取組 

    実施校数を増加させるよう、市町教育委員会等を通じて小学校へ働きかけるとともに、平

和学習に関する講座についても、実施を呼びかける。 

 

 

（２）高校生向け出前授業                            【75 千円】 

ア 実施内容 

高校生が多様な人々がそれぞれの個性と能力を生かして自立した生活を送り、お互いを理

解し尊重することの大切さなどについて学んでもらうため、講師を学校へ派遣し、出前授業

を実施した。  

 

【テ―マ】 

  ① 男女共同参画の視点を通して働くこと 

② 命の教育について 

③ ＬＧＢＴについて 

④ デートＤＶについて 

⑤ その他男女共同参画社会づくりに資する内容 

 

イ 実績 

実施日 実施高校名 テーマ 受講者 

6/18 広島中央高等学院 
自分も他者も大切にする付き合い方につい
て 

８人 

6/25 崇徳高等学校 社会のジェンダーギャップについて考える 407 人 

9/18 
ノートルダム清心高等
学校 

ＬＧＢＴについて 180 人 

計 ３校 ３回 595 人 

 

  ウ 成果 

  昨年度は、学校からの申込みがなかったが、今年度は３校で実施することができた。 

 

エ 課題 

    学校内で担当教員に情報が行き届くよう、周知時期や周知の方法を検討する必要がある。 

 

オ 今後の取組 

    事業は引き続き実施するとともに、広報にも注力する。 

 

 

（３）セクシュアリティ教育講演会                      【249 千円】 

  ア 実施内容 

    広島県教育委員会事務局との共催により、高校生等がセクシュアリティに関して理解を深

め、一人一人が自分らしく生きていくことができるよう、県立高等学校等でセクシュアリテ

ィに関する講演会を実施した。 
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   【テーマ】 

    ・ 性的指向や性自認などの性の多様性の理解について 

    ・ 身体と心の変化と性行動や男女の相互理解などについて 

 

  イ 実績 

実施日 実施高校名 テーマ 受講者 

5/7 広島国泰寺高等学校 性の多様性について理解を深めよう  334 人 

7/16 音戸高等学校 デートＤＶについて考えてみよう   75 人 

7/16 福山葦陽高等学校 
「ステキな人生にするために～ 
性と生について考えてみよう！～」 

 327 人 

7/17 
福山葦陽高等学校 
定時制課程 

「素敵な人生にするために」   59 人 

10/3 高陽高等学校 
「性的指向・性自認について 
（心の在り方、自分らしさ）」 

 259 人 

10/27 安芸府中高等学校 
性的指向や性自認などの性の多様性の理解
について 

 710 人 

11/26 福山商業高等学校 
大切なあなたへ 
 ～すてきないのち かがやくいのち～ 

  88 人 

12/9 沼隈特別支援学校 
大切なあなたへ 
 ～すてきないのち かがやくいのち～ 

  66 人 

1/30 
尾道特別支援学校 
しまなみ分校 

「生まれてきたってすごいこと！ 
大切にしたい自分とみんな」 

  23 人 

2/3 三次青陵高等学校 
「自分らしく生きる」 
～心も体もいろいろ彩り豊かでええじゃん～ 

  84 人 

2/4 尾道商業高等学校 自分と相手を大切にするということ   178 人 

計 11 校 11 回 
【参考】R6：12 校 13 回 3,618 人 
    R5：18 校 19 回 3,127 人 

2,203 人 

 

  ウ 成果 

  実施校、回数、受講者ともに昨年度より減少したが、新規に実施した学校があった。 

実施校においては、生徒の理解促進が図られ、高い評価を得ることができ、リピート率 

が高くなっている。 

 

  エ 課題 

    学校が希望する講師による授業が実施できるよう、講師陣の充実を図る必要がある。 
 

  オ 今後の取組 

    引き続き、広島県教育委員会事務局と連携し、事業を実施する。 
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Ⅱ 環境づくり 
 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 
  （再掲） 

（１）男女共同参画に関する研修・啓発（再掲） 

   （「人づくり」７ページ参照） 
 
２ 多様なチャレンジを支援する事業（一部再掲） 
（１）小学生を対象としたジェンダー啓発事業（再掲） 

（「人づくり」16 ページ参照） 

 
（２）高校生向け出前授業（再掲） 

（「人づくり」17 ページ参照） 

 

（３）セクシュアリティ教育講演会（再掲） 
（「人づくり」17 ページ参照） 

 

（４）高校・大学等との連携 
  ア 実施内容 

高校生や大学生等に、ジェンダーの視点をふまえ様々な課題について広く学んでもらうた

め、自主的な学びや発信等を相互に連携してサポートした。 

   

イ 実績 

名称 開催日 内  容 参加者 

武田学園 
中学校 

6/3 
ＳＤＧｓに関する探究学習の中で、「ジェンダー平
等」をテーマに取り組む生徒に対して、学びの場を
提供した。 

28 人 

叡啓大学 
県立広島大学 
広島工業大学 
広島文教大学 

10/21 
ちぃともやもやジェンダー川柳コンテストにおいて、県 
内大学の学生に審査を依頼し、実施した。 

11 人 

広島県立皆実 
高等学校 

1/13 
総合的な探究の時間におけるインタビューで、「ジェン 
ダー平等」をテーマに取り組む生徒に対して、学びの場 
を提供した。 

3 人 

計 ６校 ３回 42 人 

 

  ウ 成果 

    県内の中学校からの依頼により「ジェンダー平等」について学びの場を提供した。中学校 

の来訪は初めてであり、ワークを交えた講座は好評であった。 

 

  エ 課題 

    当財団の認知度を高め、利用促進を図る必要がある。 

 

  オ 今後の取組 

    県内の中学校、高校、大学等に積極的に働きかけ、連携を希望する学校に対してはサポー

トを行う。 
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３ 男女共同参画・ダイバーシティに関する情報の収集及び提供 

 
（１）ホームページ及びＳＮＳ等を利用した情報発信            【279 千円】 

ア 実施内容 

  （ア）ホームページの運営（平成１２年４月開設、令和７年１月リニューアル） 

     令和７年 1 月にホームぺージをリニューアルに伴い、サイト構成等を見直し、県内市町

や関係団体、女性団体の情報など県民が望む情報に到達しやすいよう工夫した。 

     また、県委託事業の「ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト」の特設サイトを財団

のホームぺージに作成し、ホームぺージの閲覧数の増加を図った。 

 

  （イ）メールマガジンの配信 

     財団や広島県が実施する講座やイベントを広く県民に周知するため、月２回、「エソー 

ルほっと通信」を配信した。また、タイムリーな情報発信には号外も活用した。 

 

（ウ）You Tube を活用した情報発信 

     県民ニーズに対応し、専門家による You Tube を活用した講座を配信した。 

 

（エ）ＳＮＳを活用した情報発信 

     Facebook、Instagram を活用し、講座・イベント情報等の情報を発信した。 

 

イ 実績 

（ア）ホームページの運営（平成 12 年４月から運営） 

① アクセス件数（全ページの総アクセス数） 

期  間 件  数 

令和５年４月～令和６年３月 107,257 件 

令和６年４月～令和７年３月 114,547 件 

令和７年４月～令和８年３月 150,781 件 

 

② アクセス件数の多いページ  

ページ 件  数 

ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト 2025（関連ページ集計） 53,751 件 

施設案内 5,966 件 

施設利用 5,856 件 

相談したい方 5,847 件 

ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト 2024 4,482 件 

施設予約状況 3,731 件 

エソール広島の概要 2,753 件 

広島県 相談機関・支援団体一覧 2,422 件 

ちぃともやもやジェンダー川柳コンテスト 2023 1,893 件 

講座情報 1,218 件 

 

（イ）メールマガジンの配信（平成 18 年５月から実施） 

① 配信回数 

38 回（定期配信 23 回（月２回）、イベント等の号外配信 15 回、情報数 206 件） 

※８月第２週（８月 13 日）については、臨時休館に伴い、発行休止。 
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② 登録者 

 

 

 

 

 

 

（ウ）You Tube による動画公開（令和２年６月開設） 

期  間 公開本数（総登録数） 視聴回数 登録者数 

令和５年４月～令和６年３月  7 本   3,467 回  142 人  

令和６年４月～令和７年３月  14 本  6,632 回  173 人  

令和７年４月～令和８年３月 10 本（49 本） 6,393 回  208 人  

 

（エ）ＳＮＳによる投稿 

① Facebook の投稿（平成 30 年 12 月開設） 

期  間 投稿回数 フォロワー 

令和５年４月～令和６年３月 101 回  744 人  

令和６年４月～令和７年３月  73 回  774 人  

令和７年４月～令和８年３月 79 回  766 人  

 

② LINE の投稿（平成 31 年３月開設） 

期  間 投稿回数 登録者数 

令和５年４月～令和６年３月 20 回  71 人  

令和６年４月～令和７年３月 14 回  76 人  

令和７年４月～令和８年３月 5 回  76 人  

 

③ Instagram の配信（令和３年８月開設） 

期  間 投稿回数 フォロワー 

令和５年４月～令和６年３月 70 回  186 人  

令和６年４月～令和７年３月 63 回  271 人  

令和７年４月～令和８年３月 79 回  317 人  

 

ウ 成果 

  昨年度実施したホームぺージのリニューアルにより、スマートフォンに対応したことから、

サイトアクセス数は大幅に増加した。 

  また、「県内市町等の講座・イベント」や「年間スケジュール」など新規に作成したサイ 

トでは、市町等と連携し、タイムリーに情報を発信できた。 
 

エ 課題 

  ホームぺージは、定期的に内容をチェックし、更新作業を実施する必要がある。 

  ＳＮＳに関しては、より多くのユーザーに届くよう、発信方法について工夫する必要があ 

る。 
 

オ 今後の取組 

    財団事業や市町の講座イベントをタイムリーに発信するなど、ホームページのコンテンツ 

の充実を図る。 

    ＳＮＳに関しては、定期的に情報を発信していく。 

期  間 登録者 

令和５年４月～令和６年３月 1,369 人  

令和６年４月～令和７年３月 1,542 人  

令和７年４月～令和８年３月 1,703 人  
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（２）文献情報・視聴覚教材の収集及び提供（情報スペースの運営）       【130 千円】 

ア 実施内容 

  （ア）図書の閲覧・貸出 

     男女共同参画社会実現のための学習、調査・研究等に必要な資料や図書、また、女性問 

題全般に関する情報を収集・整理し、県民に提供した。 

 

【保有状況等】 

区 分 内   容 保有数 提供方法 

図書 男女共同参画に関する内容 3,337 冊 館内閲覧及び貸出 

行政資料 
国・都道府県作成の男女共同参画に関する 
調査・統計・報告書等 

202 冊 館内閲覧 

ＤＶＤ 
女性の生き方を考える国内外の映画・ 
ドキュメンタリー等 

30 本 貸出 

 

（イ）図書の点検及び書架整理 

   情報コーナーに配架している全ての図書について、蔵書点検を行い、除架・除籍を実施 

した。併せて、分類の見直しを行い、書架を整理し、利用者の利便性向上に努めた。 

 

（ウ）パネルの展示等 

   各種週間や月間に合わせ、情報スペースにおいて、パネル展示と関連図書展示を行い、 

週間や月間の啓発活動に努めた。 

 

（エ）広島県立図書館との連携 

     男女共同参画に関する週間や月間に、広島県立図書館の蔵書を借り受け、展示するとと 

もに、エソール広島から貸出できる仕組みを構築している。 

 

  （オ）啓発パネルの貸出 

     男女共同参画に関する啓発パネル及びジェンダー川柳の啓発パネルについて、貸出事業 

を実施した。 

 

【保有状況等】 

区 分 内   容 保有数 提供方法 

パネル 

男女共同参画に関する啓発等パネル ９枚 

貸出 

ジェンダー川柳啓発パネル 24 枚 

 

  イ 実績 

（ア）図書・パネル等の貸出実績 

区   分 令和７年度 令和６年度 令和５年度 

図書 345 冊  300 冊  278 冊  

ＤＶＤ 0 本  2 本  ２本  

パネル 16 件  10 件  ２件  
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（イ）新着図書等の広報 

     法改正等による社会情勢を把握したり、講義の中で講師からの紹介等により図書の購入

を行い、メルマガやインスタ等で広報を行った。 

また、各種月間等や公開講座に併せて、関連図書を展示するなどして、来館者にアピー 

ルできるよう工夫に努めた。 

 

（ウ）パネルの展示等 

     令和７年度は、３回、パネル展示や関連図書展示を行った。 

展示期間 月間・週間等 実施内容 

6/17～6/30 
男女共同参画週間 

（6/23～6/29） 

○「男女共同参画週間」企画展示 

・男女共同参画関連図書展示 

（財団所蔵及び県立図書館から貸与） 

・「なるほどジェンダー」パネル８枚 

（日本女性学習財団から貸与） 

 

 

展示期間 月間・週間等 実施内容 

11/12～

11/25 

女性に対する暴力を

なくす運動 

（11/12～11/25） 

国際男性デー 

（11/19） 

○「女性に対する暴力をなくす運動」週間企画展示 

・「なるほどジェンダー」パネル８枚 

（日本女性学習財団から貸与） 

・性被害・ＤＶ防止等関連図書展示（財団所蔵） 

・11/16 公開講座講師著書の展示（財団所蔵） 

 

 

展示期間 月間・週間等 実施内容 

3/1～3/14 

女性の健康週間 
（3/1～3/8） 

国際女性デー 

（3/8） 

○「国際女性デー」及び「女性の健康週間」企画展示 

・「なるほどジェンダー」パネル８枚 

（日本生学習財団から貸与） 

・国際女性デー関連図書展示 

・女性の健康に関連する図書展示 

（県立図書館から貸与） 



- 28 - 

 

 

 

（エ）広島県立図書館との連携 

展示期間 月間・週間等 貸与図書数 

6/17～6/30 男女共同参画週間（6/23～6/29） 26 冊 

3/1～3/14 国際女性デー（3/8）女性の健康週間（3/1～3/8） 20 冊 

 

  ウ 成果 

    書籍の貸出件数は昨年度を上回った。 

    ジェンダー川柳啓発パネルは、市町や公民館での展示申込みが多く、年間を通じて好評だ 

った。 

 

エ 課題 

 図書の貸出しサービスを知らない利用者が多いなど、県民に情報コーナーの認知度が低い。 

 

オ 今後の取組 

    ＳＮＳ等を活用し、定期的に図書情報の発信をするとともに、県民に利用しやすい環境整

備に努める。 

     

 

４ 女性団体等との協働・連携及び活動・交流支援 
（１）女性団体等との協働・連携 

  ア 実施内容 
関係機関と連携し、男女共同参画社会の実現に資する事業等を実施した。 

 

イ 実績 

（ア）共催 

開催日 団体名 内   容 参加者 

4/4～ 

 6/29 
広島市映像文化ライブラリー 日本の女性映画人 4,173 人 

4/10～
2/12 

（11 回） 
公益社団法人広島県看護協会 定例相談（まちなか相談）等 63 人 

4/24 広島市映像文化ライブラリー 
目からウロコの「日本の女性映画人」

講座 

35 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 18 人） 

5/18 
公益財団法人広島市文化財団 

広島市河内公民館 

令和 7 年度男女共同参画公開講座 

ものがたりをジェンダーの視点でたの

しむ 

6 人 

5/22 広島県生活協同組合連合会 
2025「戦争も核兵器もない平和な世界

を」市民の集い 

172 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 40 人)  
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開催日 団体名 内   容 参加者 

6/3 広島弁護士会                                                    
全国一斉女性の権利ホットライン 

暮らしとこころの総合相談会 
57 人 

6/8 
広島市男女共同参画推進センター 

広島市映像文化ライブラリー 
日本の女性映画脚本家たちの歴史 24 人 

7/8～ 

（5 回） 
広島県（人的資本経営促進課） リスタートプログラム 2025 80 人 

7/13 Yes my life 実行委員会 
地域で輝く女性のロールモデル 着付

師 藤田陽子さん講演会 

143 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 120 人) 

7/17、  

8/8、27 
広島県（雇用労働政策課） 外国人受入企業等向け講座 

230 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 160 人) 

8/22～ 

（5 回） 
広島県（人的資本経営促進課） 女性管理職候補者向け研修 378 人 

8/2 
一般社団法人ガールスカウト 

広島県連盟 
平和へのメッセージ 59 人 

8/3 株式会社美心家オアシス お道具箱の整理ワークショップ 51 人 

8/10 広島県版こども・子育て会議 

子供が生き生きする環境や教育を考え

る大人のための講演会とワークショッ

プ 

34 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 17 人) 

8/23 

広島県の男女共同参画をすすめる会 

広島県地域女性団体連絡協議会

広島県女性議員クラブ 

エソール広島関連団体共同事業「女性

と政治参画」 

102 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 60 人) 

8/24 
NPO 法人ひろしま女性 NPOセンタ

ー未来 

男性更年期障害とは？～うつ病と決め

つける前に～ 
29 人 

10/2～ 

2/26 

（8 回） 

広島県労働協会 人材育成セミナー等 
261 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 205 人) 

10/25 広島県の男女共同参画をすすめる会 
令和７年度広島県の男女共同参画をす

すめる会映画祭 
250 人 

10/29 
広島県・今治市雇用労働相談セ

ンター 

経営者、人事労務担当者向けセミナー

「事例から学ぶ！男女の雇用を巡る法

的諸問題の勘所」 

11 人 

11/9 ANT‐Hiroshima 

広島―ノルウェー被爆樹木交流。戦後

80 年・日本被団協ノーベル平和賞受賞

祈念セミナー 

75 人 

11/18 広島県労働協会 労働情勢講座 
44 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 37 人) 

11/26 広島県（雇用労働政策課） 外国人材受入企業等向け講座 
91 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 68 人) 

11/30 社会福祉法人広島慈愛会 
ふらっとかふぇ・ユースクリニック広

島 
19 人 

1/19 広島県（雇用労働政策課） 外国人材受入企業等向け講座 
101 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 68 人) 

1/25 
広島県の男女共同参画をすすめる会 

広島県地域女性団体連絡協議会 

エソール広島関連団体連携講座「男女

共同参画の理解」 

70 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 50 人) 

2/4 広島県（雇用労働政策課） 外国人材受入企業等向け講座 
249 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 203 人) 

3/7 
一般社団法人女性企業家支援 FLAP 

ルーチェ鍼灸院 
第３回フェムテックフェス 80 人 

計 22 団体 54 回 
【参考】R6：21 団体 44 回 2,003 人 

R5：17 団体 28 回 1,517 人 

6,887 人 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 1,046 人) 
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（イ）後援 

開催日 団体名 内   容 

4/1～ 

3/31 
にじいろのたまり場 にじいろおしゃべり会（２か月に１回程度） 

4/1～ 

3/31 

一般社団法人パパフレンド協 

会 
パパママ子育て相談ひろば 

4/20～

12/7 
広島県民文化大学 広島県民文化大学 第４期（2024 年度）（7 回） 

5/18 公益社団法人広島県看護協会 ひろしま看護フェスタ 2025 

7/13～ 

7/16 
Go Green Project Go Green Film Festival in ヒロシマ 

9/21 
PJ.ひろしま 21、第 13 回ワー

ルドフェスタ実行委員会 
第 13 回ワールドフェスタひろしま 

9/23 広島県母と女性教職員の会 第 71 回広島県母と女性教職員の会 

10/5 
公益社団法人家庭問題情報センター 

広島ファミリー相談室 
令和７年度 家庭問題無料相談会 

10/11 
ひろしまプライドパレード 

実行委員会 
ひろしまプライドパレード 

11/10～ 

12/19 
Skytail Photo Hiroshima Faces「広島で輝く女性シリーズ」2025 

1/31 被爆体験を継承する会 
医師 鎌田七男先生 88 歳までの道のり＆放射線につい 

て学ぼう 

2/9 法務省中国地方更生保護委員会 
ドキュメンタリー映画「記憶」・「記憶２」情勢会及び中

村すえこ監督講演会 

2/10 
広島県教育委員会事務局 

豊かな心と身体育成課 
令和７年度広島県人権教育実践交流フォーラム 

3/2～3/8 広島司法書士会 女性司法書士による女性のための相談会 

3/24 広島県民文化大学 広島県民文化大学 第５期（令和８年度） 

計 15 団体 15 回 【参考】R6：16 団体 17 回、R5：11 団体 12 回 

 

ウ 成果 

  広島市映像文化ライブラリーから「女性と映画」にまつわる事業や、河内公民館から男女 

共同参画公開講座でのサテライト会場として共催の申し出があるなど、新たな団体と連携し 

事業を行った。また、定期的に開催している共催事業は定着しつつある。 

 

エ 課題 

    エソール広島の周知を図りながら、男女共同参画の推進に寄与する団体等との連携を図る 

必要がある。 

 

オ 今後の取組 

  男女共同参画の推進に寄与する事業を実施する機関・団体とは、積極的に連携し、事業充

実を図る。 
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（２）女性団体等への活動・交流支援 

ア 研修室・交流スペースの運営 

（ア）実施内容 

    ① 活動場所の提供 

・研修室１・２（定員：各 45 人、全室利用 90 人） 

・交流スペース（定員：15 人) 

    ② 事務用品収納ボックス提供 

③ コピー機の提供（使用は実費） 

 

（イ）実績 

施設利用団体登録者 

    336 団体（令和６年度末：282 団体） 

 

【エソール広島利用者数】 

エソール広島利用者総数 
R7 年度 R6 年度 

34,020 人 28,058 人 

内 

訳 

① 研修室・交流スペースの利用者数 21,263 人 18,697 人 

② 情報スペース等（上記①以外）の利用者数 3,744 人 3,010 人 

③ 外部施設で開催した財団主催又は共催の講座等の参加者数 9,013 人 6,351 人 

 

（ウ）成果 

①～③すべての分野において昨年度を上回る利用があった。 

エソール広島利用者数の目標値である 30,000 人を 4,020 人上回る結果となり、初めて 

目標達成となった。 

 

（エ）課題 

     今後もエソール広島利用者数の目標値である 30,000 人を上回るよう継続維持が求めら 

れる。 

 

（オ）今後の取組 

   様々な機会を捉え、エソール広島の周知に努めるとともに、利用促進を図る。 

 

イ 活動団体・グループの紹介 

（ア）実施内容 

   男女共同参画社会の実現に向けた活動を行っている団体やグループをホームページで紹 

介した。 
 

（イ）実績 

   紹介団体・グループ数   ９件 

 

（ウ）成果 

ホームぺージのリニューアルに伴い、新たにぺージを作成し、９団体について掲載した。 

 

（エ）課題 

     活動団体はまだ数多くあることから、周知が必要である。 

また、周知だけではなく、団体間の連携や交流を図ることにより、活動の活性化を支援

していく。 
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（オ）今後の取組 

   活動団体に対して、財団ＨＰへの掲載を働きかけるとともに、活動団体の発表の場、団 

体間の交流を図る場を提供する。 

 

ウ 学生等ボランティアスタッフの活用                   【7 千円】 

（ア）実施内容 

     エソール広島の認知向上を図るとともに、男女共同参画の推進に資することを目的とし 

て、学生等ボランティアスタッフ制度を創設し、財団主催事業において参加者誘導、受付

などの業務を行った。 

 

（イ）実績 

・登録状況 ９人 

・活動実績 ３事業に７人参加 

 

（ウ）成果 

１０代から６０代まで幅広い年齢層からの申込みがあった。 

 

（エ）課題 

     ボランティアスタッフには、研修会当日に財団職員の補助的な業務を依頼しているが、

アンケートでは、事業運営にもっと関わりたい旨の記載があるなど、意欲をもって取り組

んでいることがうかがえた。このため、スタッフが意欲をもって業務に取り組めるよう工

夫していく必要がある。 

 

（オ）今後の取組 

   引き続き、ボランティアスタッフを募集するとともに、事業が円滑に進むよう、スタッ 

フ業務の見直しを検討する。 

 

 

Ⅲ 安心づくり 

１ 男女共同参画に関する相談 

 

（１）相談事業（エソール広島相談事業）                 【1,596 千円】 

ア 実施内容 

  全ての県民が自立して生きていくうえで生じる様々な悩みについて、相談者自らが解決 

の方策を見出すことができるよう相談に応じている。 

  また、関係機関・団体と連携することで、相談により適切に対応できる体制づくりに努 

めている。 

  電話相談及び面接相談は、専任相談員１人、相談員１人のほか、ボランティアによる相 

談員が交代制で対応している。 

 ＬＧＢＴ電話相談は、ＬＧＢＴに関して知識・理解のある者に相談員を委嘱している。 

 

（ア）電話相談   

内容 
日常生活上の様々な悩みを受け止め、相談者自らが解決の方法を見いだすよう 

サポートし、多様な悩みについて他機関と連携し解決していく。 

体制 専任相談員１人、相談員１人、ボランティア相談員 27 人(交代で１、２人が対応) 

日時 10 時～16 時（水曜日・日曜日・祝日を除く） 
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（イ）面接相談 

内容 夫婦、家族等の問題について面接による相談【予約制】 

体制 専任相談員１人、ボランティア相談員３人（交代で１人が対応） 

日時 原則として毎週金曜日 13 時～16 時（１日２件） 

 

（ウ）ＬＧＢＴ相談【電話相談】（平成 29 年 10 月から実施） 

内容 
自身の性的指向や性別の違和感、自分の性別がはっきりわからない等の相談、学校

や職場等環境についての相談、具体的な対応事例の提案等を行う。 

体制 
専任相談員１人、相談員４人 

※相談員は LGBT についての知識を持ち、相談員としての実績がある者 

日時 毎週土曜日 10 時～16 時（祝日を除く）  

 

イ 実績 

（ア）相談件数  

年 度 電話相談 面接相談 計 

令和５年度 2,481 件 105 件 2,586 件 

令和６年度 2,530 件 125 件 2,655 件 

令和７年度 2,688 件 128 件 2,816 件 

   

 【内訳】 

①  相談者の年代 

区 分 
電 話 相 談 面 接 相 談 

件 数 構成比 件 数 構成比 

30 代未満 66 件 2.5％ 6 件 4.7％ 

30 代 179 件 6.7％ 33 件 25.8％ 

40 代 495 件 18.4％ 30 件 23.4％ 

50 代 1,235 件 45.9％ 19 件 14.8％ 

60 代 406 件 15.1％ 33 件 25.8％ 

70 代以上 264 件 9.8％ 7 件 5.5％ 

不明 43 件 1.6％ 0 件 - 

計 2,688 件 100.0％ 128 件 100.0％ 

 

②  相談者の性別 

区 分 
電 話 相 談 面 接 相 談 

件 数 構成比 件 数 構成比 

女 性 2,355 件 87.6％ 99 件 77.3％ 

男 性 218 件 8.1％ 26 件 20.3％ 

不 明 115 件 4.3％ 3 件 2.3％ 

計 2,688 件 100.0％ 128 件                                                                                                                             100.0％ 
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③  相談内容 

区 分 
電 話 相 談 面 接 相 談 

件 数 構成比 件 数 構成比 

家 族 533 件 19.8％ 22 件 17.2％ 

夫 婦 286 件 10.6％ 86 件 67.2％ 

男 女 140 件 5.2％ 2 件 1.6％ 

人 生 542 件 20.2％ 8 件 6.3％ 

対 人 421 件 15.7％ 0 件 0％ 

健 康 354 件 13.2％ 5 件 3.9％ 

職 場 43 件 1.6％ 0 件 0％ 

ＬＧＢＴ 225 件 8.4％ 3 件 2.3％ 

その他 144 件 5.4％ 2 件 1.6％ 

計 2,688 件 100.0％ 128 件 100.0％ 

（内ＤＶ） 294 件 10.9％ 39 件 30.5％ 

 

ウ 成果 

  電話相談・面接相談ともに、昨年度を上回る相談件数となった。より深刻な相談が増える

なか、ボランティア相談員は、困難さなどに向き合い、解決に向けた対応を行った。 

 

エ 課題 

    電話及び面接の相談員の募集を行ったが、新規の応募は１名にとどまった。相談員はボラ

ンティアであることから、支援者として実力のある相談員の安定的な確保が困難な状況とな

っている。 

 

  オ 今後の取組 

    引き続き、ボランティア相談員による相談業務を継続するとともに、新たな相談員の確保 

に向けた方策を検討する。 

 

（２）専門家による無料相談                        【322 千円】 

  ア 弁護士による面接相談 

    専門家による無料相談会は、令和４年度から６年度まで、広島県からの委託事業として 

   実施してきたところであるが、近年の複雑・多様化する相談に加え、深刻化する事案が 

増加していることから、通常の電話相談、面接相談のみでは解決の糸口が見出せない 

相談について、弁護士による面接相談を財団独自で定期的に実施した。 

   ・実施日 奇数月の第３金曜日 13：30～15：30 ※祝日を除く 

        （原則１相談は１時間以内とし、１日２組まで） 

   ・実 績 10 件 

 

  イ ＬＧＢＴ無料相談会 

毎週土曜日に実施しているＬＧＢＴ電話相談の内容が深刻化する事案が増加する中で、相 

談者のニーズに対応し、通常の電話相談では、解決が見出せない相談について、支援者によ 

る相談会を実施した。開催場所については、これまで広島市での開催としてきたが、県東部 

の相談者からのニーズを踏まえ、今年度は福山市で開催した。 

   会場：福山市東交流館 
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（ア） 相談件数等 

実施日 
申込件数 相談件数 

個別相談 グループ相談 個別相談 グループ相談 

9/23 
４人 

（キャンセル１人）

５人 

（キャンセル２人）
３人 ３人 

2/11 
３人 

（キャンセルなし）

６人 

（キャンセル１人）
３人 ５人 

 

  （イ）相談内容    

区 分 相談内容 

個別相談 

・性別違和を持つ子どもについて、今後の治療や進路方針など 

・保護者自身の迷いや葛藤、受け入れきれなさ 

・自身のホルモン療法について、親との関わりについて、進路について 

・性的指向や性自認、性表現についての悩み、孤独感について 

・同性パートナーとの関係性、将来のことについて 

・進級に伴う不安、体調面について 

・性別変更について、手術について 

・メンタル不調、日常生活での困難について 

グループ 

相談 

・子どもの治療や進路について 

・カミングアウトされた親側の葛藤や戸惑いについて 

・子どもとの関わり方について 

・子どもの手術について 

・自分の気持ち（子どものことを受け入れきれない気持ち等） 

・子どもの進学などについて 

 

（ウ）相談者の満足度（アンケート回答者数 ９月：6 人、２月７人） 

 
満足 やや満足 普通 やや不満 不満 計 

９月 
人数（人） 6  0 0 0 0  6 

割合（％） 100.0    -   -   - - 100.0 

２月 
人数（人） 6  1 0 0 0  7 

割合（％） 85.7    14.3   -   - - 100.0 

  

  ウ 成果 

    奇数月第 3 金曜日に定期開催とした弁護士相談及びエソール広島以外で初めて実施した 

   ＬＧＢＴの個別相談はすべての枠が埋まり、相談のニーズが高いことがうかがえる。 

    弁護士相談については、電話相談、面接相談で解決できなかった事例について、他機関を 

介することなくワンストップでつなげることが可能となった。また、弁護士相談日までの期 

間は、電話相談等により随時フォローすることができた。 

アンケート調査を実施したＬＧＢＴに関しての相談者の満足度は、９月、２月ともに高 

   かった。 

 

エ 課題 

    ＬＧＢＴ相談については、個別相談だけではなく、グループ相談も当時者、保護者から開 

催を望む声が多く聞かれた。 
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オ 今後の取組 

    弁護士相談に関しては、複雑・多様化、深刻化する相談に対応するため、継続して実施す 

る。 

    ＬＧＢＴ相談会に関しては、市町等と連携した開催を行うとともに、グループ相談の充実 

を図る。 

    

（３）相談員研修                               【74 千円】 

  ア 実施内容 

    ボランティア相談員、ＬＧＢＴ電話相談員の資質・技術向上のため、相談員研修を実施し 

た。 

     

  イ 実績 

   ・５月（２回）、９月の計３回、事例検討による研修会を開催した。 

   ・当財団が実施した無料公開講座を研修会と位置づけた。 

   ・ＬＧＢＴ相談員については、対人支援の技術を相談員研修と位置づけ、参加した。 

（３人） 

 

ウ 成果 

相談員の多くは、10 年を超える経験者であるが、複雑化、多様化する相談内容に対応す

るために実施した講師による事例検討会は相談員の資質向上に有効であった。 

 

エ 課題 

    定期的に研修会を開催しているが、参加者にばらつきがある。 

 

オ 今後の取組 

    継続して事例検討会を行う。相談員同士が支え合えるように、自主研修会の機会を設け 

る。 

 

 

Ⅳ 財団運営 

（１）評議員会の開催 

開催日 内  容 

6/24（第 16 回） 

・令和６年度事業報告・決算 

・理事及び監事の選任 

・評議員の選任 

 

（２）理事会の開催 

開催日 内  容 

6/5（第 32 回） 
・令和６年度事業報告・決算 

・理事・監事の選任議案 

3/23（第 33 回） 

・令和７年度補正予算 

・令和８年度事業計画 

・令和８年度予算 他 

 



- 37 - 

 

（３）広島県女性総合センター（エソール広島）の管理運営 

広島県女性総合センターの適切な管理運営を実施した。 

 

（４）財団への支援 

   エソール広島応援サポーター制度を令和４年 12 月１日に創設し、現在サポーターを募集中 

である。 

   ・登録状況 

５団体、１０人 

 

 

Ⅴ 運営体制及びガバナンス強化の取組 

当財団は、公益法人としての適正な運営を確保するため、理事会及び評議員会を適切に開催し、 

重要事項に関する審議及び意思決定を行った。 

また、監事による監査を通じて、業務執行及び会計処理の適正性の確保に努めた。 

さらに、役職員に対するコンプライアンス意識の向上を図るとともに、内部統制及び情報管理 

体制の整備・運用を継続し、法人の運営の透明性及びガバナンス機能の強化に取り組んだ。 



Ⅳ　組　織

・理事会等に関すること

・公益財団法人の総務に関すること

チームリーダー ・施設の管理等に関すること

チーム員 ・予算・決算に関すること

・会計経理に関すること

　

・人材育成事業に関すること

・研修、啓発事業に関すること

チーム員 ・エソール広島相談事業に関すること

アドバイザー ・チャレンジ支援事業に関すること

専任相談員 ・女性団体等との協働・連携に関すること

相談員 ・エソール広島の広報に関すること
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総務企画チーム

評議員会

理事会

理事長
常務理事

(兼)事務局長

理事  監事

 事業チーム



 - 39 -

Ⅴ 運営  
 

１ 評議員会の構成 

令和８年９月１日現在 

 
職  名 

 

 
氏   名 

 

 
役 職 又 は 団 体 

 
 

評 議 員
 

上水流 久 彦 県立広島大学副学長 

 
評 議 員

 
森 永 康 子 広島文教大学人間科学部教授 

 
評 議 員

 
寺 本 佳 代 弁護士 

 
評 議 員

 
小 林 正 明 中国新聞社編集局次長 

 
評 議 員

 
奥 野 泰 識 広島商工会議所業務推進部長 

 
評 議 員

 
小 谷 伸 子 （一社）広島県中小企業家同友会副代表理事 

 
評 議 員

 
中 村 隆 行 （特活）ひろしまＮＰＯセンター代表理事 

 
評 議 員

 
北   佳 弘 （一社）パパフレンド協会代表理事 

 
評 議 員

 
畑 岡 陽 子 

ひろしま女性大学及びエソールひろしま大学 
修了生 

 
評 議 員

 
橋 本 功 子 元福山市保健福祉局児童部子育て支援課長 

 
評 議 員

 
岩 下 三 希 Femnication Project 代表 
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２ 理事会の構成 

令和８年９月１日現在 

 

職  名 
 

 

氏   名 
 

 

役 職 又 は 団 体 
 

 

理 事 長 
 

 
石 田 洋 子 

 

 

（一財）国際開発センター理事長 
 

 

副理事長 
 

 
兼 田 みゆき 

 

 

広島県環境県民局長 
 

 

常務理事 
 

 
豊 原 三紀男 

 

 

常務理事(兼)事務局長 
 

 

理  事 
 

 
吉 村 幸 子 

 

 

広島県の男女共同参画をすすめる会会長 
 

 

理  事 
 

 
田 房 明 美 

 

 

広島県地域女性団体連絡協議会会長 
 

 

理  事 
 

 
宮   康 展 

 

 

府中市総務部長 
 

 

理  事 
 

 
牛 来 千 鶴 

 

 

株式会社ソアラサービス代表取締役社長 
 

 

監  事 
 

 
国 府 方 あかり 

 

 

税理士 
 

 

監  事 
 

 
平  谷  優  子 

 

 

ひかり総合法律事務所弁護士 
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３ 評議員会の開催状況 

回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

【公益財団法人広島県男女共同参画財団に移行】 

１ 平成25年6月19日 
・ 評議員の選任 

・ 平成 24年度事業報告・決算 
・ 平成 25年度事業等 

２ 平成26年1月11日 

・ 公益認定の変更申請 

・ 平成 25年度事業計画変更 

・ 平成 25年度補正予算 

・ 県有財産の無償借受 

・ 基本財産の額・財団運営基金の設置 

・ 在宅ワーク支援事業の見直し検討 

・ 平成 25年度新規委託事業 

・ 活動交流支援センターの運営見直し 

３ 平成26年6月2日 ・ 理事の選任  

４ 平成26年6月16日 ・ 平成 25年度事業報告・決算 
・ 平成 26年度事業等 

・ 寄附の募集 

５ 平成27年6月15日 ・ 平成 26年度事業報告・決算 
・ 平成 27年度事業等 

・ 寄附の状況 

６ 平成28年6月21日 ・ 平成 27年度事業報告・決算 

・ 平成 28年度事業等 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

７ 平成29年6月23日 

・ 平成 28年度事業報告・決算 

・ 理事及び監事の選任 

・ 評議員の選任 

・ 平成 29度事業等 

・ エソール広島開館 30周年プレ事業 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

８ 平成29年10月16日 
・ 広島県女性総合センター 

（エソール広島）の今後 
 

９ 平成30年6月21日 ・ 平成 29年度事業報告・決算 

・ 平成 30年度事業等 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

10 令和元年6月21日 
・ 平成 30年度事業報告・決算 

・ 理事の選任 

・ 令和元年度事業等 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ エソール広島の開館日及び開館時間

の拡大 

11 令和2年6月23日 

・ 令和元年度事業報告・決算 

・ 定款の変更 

・ 理事の選任 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ 新型コロナウイルス感染症防止対策

の状況 

・ 新型コロナウイルス禍が女性に及ぼ

す影響について緊急アンケート結果

報告 

12 令和3年6月24日 

・ 令和 2年度事業報告・決算 

・ 定款の変更 

・ 理事及び監事の選任 

・ 評議員の選任 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ 令和 2年度資金管理の実績 

・ 第2回新型コロナウイルス禍が及ぼす

影響についてアンケート結果報告 

13 令和4年6月20日 
・ 令和 3年度事業報告・決算 

・ 理事の選任 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ 令和 3年度資金管理の実績 
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回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

14 令和5年6月26日 
・ 令和 4年度事業報告・決算 

・ 理事の選任 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ 令和 4年度資金管理の実績 

－ 
令和6年5月7日 

（書面決議） 
・理事の選任  

－ 
令和6年6月3日 

（書面決議） 

・評議員の選任 

・定款の変更 
 

15 令和6年6月24日 
・ 令和 5年度事業報告・決算 

・ 理事、監事及び理事増員の選任 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ 令和 5年度資金管理の実績 

16 令和7年6月24日 

・ 令和 6年度事業報告・決算 

・ 理事及び監事の選任 

・ 評議員の選任 

・ 寄附の状況 

・ 令和 6年度資金管理の実績 

－ 
令和8年5月15日 

（書面議決） 

・理事の選任 

・評議員の選任 
 

17 令和8年6月24日 ・令和 7年度事業報告・決算 

・ 公益充実資金の状況 

・ 寄附の状況 

・ 令和 7年度資金管理の実績 

 

４ 理事会の開催状況 

回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

【公益財団法人広島県男女共同参画財団に移行】 

１ 平成25年6月11日 ・ 平成 24年度事業報告・決算 ・ 平成 25年度事業等 

２ 平成26年1月11日 

・ 公益認定の変更申請 

・ 平成 25年度事業計画変更 

・ 平成 25年度補正予算 

・ 県有財産の無償借受 

・ 基本財産の額・財団運営基金の設置 

・ 在宅ワーク支援事業の見直し検討 

・ 平成 25年度新規委託事業 

・ 活動交流支援センターの運営見直し 

３ 平成26年3月25日 

・ 平成 25年度補正予算 

・ 平成 26年度事業計画 

・ 平成 26年度予算 

・ 平成 26年度資金管理計画 

・ 平成 25年度事業実施状況 

・ 役職員の交代 

４ 平成26年6月2日 
・ 役員の選任 

・ 平成 25年度事業報告・決算 

・ 平成 26年度事業等 

・ 寄附金の募集 

５ 平成27年3月26日 

・ 平成 26年度補正予算 

・ 平成 27年度事業計画 

・ 在宅ワーク支援センターの休止 

・ 平成 27年度予算 

・ 平成 27年度資金管理計画 

・ 理事選任に係る評議員会の書面決議 

・ 平成 26年度事業実施状況 

・ 中期ビジョン 
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回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

６ 平成27年6月1日 

・ 副理事長の選任 

・ 平成 26年度事業報告・決算 

・ 特定費用準備資金取扱規程の制定 

・ 理事の選任議案 

・ 平成 27年度事業等 

・ 寄附金の状況 

７ 平成27年11月30日 
・ 在宅ワーク支援センターの廃止 

・ 公益認定の変更申請 
・平成27年度事実施状況等 

８ 平成28年3月29日 

・ 平成 27年度補正予算 

・ 平成 28年度事業計画 

・ 平成 28年度予算 

・ 平成 28年度資金管理計画 

・ 第 6回評議員会の開催 

・ 平成 27年度事業実施状況 

９ 平成28年6月6日 ・ 平成 27年度事業報告・決算 

・ 平成 28年度事業等 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附金の状況 

10 平成29年3月29日 

・ 平成 28年度補正予算 

・ 平成 29年度事業計画 

・ 平成 29年度予算 

・ 平成 29年度資金管理計画 

・ 第 7回評議員会の開催 

・ 平成 28年度事業実施状況 

11 平成29年6月2日 
・ 平成 28年度事業報告・決算 

・ 理事及び監事の選任議案 

・ 平成 29年度事業等 

・ エソール広島開館 30周年プレ事業 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附金の状況 

12 平成29年8月25日 
・ 広島県女性総合センター（エソール

広島）の今後 
 

13 平成29年9月11日 
・ 広島県女性総合センター（エソール

広島）の今後 
 

14 平成29年10月16日 
・ 広島県女性総合センター（エソール

広島）の今後 
 

15 平成30年2月8日 
・ 広島県女性総合センター（エソール

広島）の今後 
 

－ 
平成30年3月31日 

（書面決議） 

・ 平成 29年度補正予算 

・ 平成 30年度事業計画 

・ 平成 30年度予算 

・ 平成 20年度資金管理計画 

・ 財団（広島県女性総合センター）の

移転 

・ 第 9回評議員会の開催 
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回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

16 平成30年6月5日 ・ 平成 29年度事業報告・決算 

・ 平成 30年度事業等 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附金の状況 

・ エソール広島の移転（中間報告） 

17 平成31年3月28日 

・ 平成 30年度補正予算 

・ 平成 31年度事業計画 

・ 平成 31年度予算 

・ 平成 31年度資金管理計画 

・ 特定費用準備資金積立限度額の変更 

・ 第 10回評議員会の開催 

・ 平成 30年度事業実施状況 

・ 役職員の交代 

・ エソール広島の開館日及び開館時間

の拡大 

18 令和元年6月5日 
・ 平成 30年度事業報告・決算 

・ 理事の選任議案 

・ 令和元年度事業等 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附金の状況 

・ エソール広島の開館日及び開館時間

の拡大 

19 令和元年11月27日 ・ 令和元年度補正予算 

・ エソール広島の利用者の状況 

・ エソールひろしま大学の見直し 

・ エソールひろしま大学防災人材養成

講座 

・令和元年度事業の実施状況 

－ 
令和2年5月13日 

（書面決議） 

・ 副理事長の選任 

・ 令和 2年度事業計画 

・ 令和 2年度予算 

・ 令和 2年度資金管理計画 

・ 第 11回評議員会の開催 

・ 令和元年度決算見込み 

・ 令和元年度事業報告書 

（令和2年 2月末現在） 

20 令和2年6月8日 
・ 令和元年度事業報告・決算 

・ 理事の選任議案 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和２年度事業計画の見直し 

・ 定款の変更 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄付金の状況 

・ 新型コロナウイルス感染症防止対策

の状況 

21 令和3年3月23日 

・ 令和 2年度補正予算 

・ 令和 3年度事業計画 

・ 令和 3年度予算 

・ 令和 3年度資金管理計画 

・ 第 12回評議員会の開催 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和 2年度事業報告書 

（令 3年 2月末現在） 

－ 
令和3年6月9日 

（書面決議） 

・ 令和 2年度事業報告・決算 

・ 理事・監事の改選 

・ 評議員の改選 
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回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

22 令和3年6月18日 ・ 理事及び監事の選任議案 

・ 理事長の職務執行状況 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄附金の状況 

・ 第2回新型コロナウイルス禍が及ぼす

影響についてアンケート結果報告 

23 令和3年6月25日 
・ 理事長（代表理事）の選任 

・ 副理事長・常務理事の選任 
 

24 令和4年3月22日 

・ 令和 3年度補正予算 

・ 令和 4年度事業計画 

・ 令和 4年度予算 

・ 令和 4年度資金管理計画 

・ 第 13回評議員会の開催 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和 3年度事業報告書 

（令 4年 2月末現在） 

25 令和4年6月3日 
・ 令和 3年度事業報告・決算 

・ 理事の選任議案 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄付金の状況 

－ 
令和4年7月7日 

（書面決議） 
・ 常務理事の選任 － 

26 令和5年3月24日 

・ 令和 4年度補正予算 

・ 令和 5年度事業計画 

・ 令和 5年度予算 

・ 令和 5年度資金管理計画 

・ 第 14回評議員会の開催 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和 4年度事業報告書 

（令 5年 2月末現在） 

27 令和5年6月7日 
・ 令和 4年度事業報告・決算 

・ 理事の選任議案 

・ 特定費用準備資金の状況 

・ 寄付金の状況 

－ 
令和5年7月5日 

（書面決議） 

・ 理事長（代表理事）の選任 

・ 副理事長・常務理事の選任 
－ 

28 令和6年3月22日 

・ 令和 5年度補正予算 

・ 令和 6年度事業計画 

・ 令和 6年度予算 

・ 令和 6年度資金管理計画 

・ 第 15回評議員会の開催 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和 5年度事業報告書 

（令 6年 2月末現在） 

・中期ビジョン（案） 

・特定費用準備資金 

－ 
令和6年4月19日 

（書面決議） 
・ 理事の選任議案  

－ 
令和6年5月20日 

（書面決議） 
・ 副理事長、常務理事の選任  

－ 
令和6年5月20日 

（書面決議） 

・ 評議員の選任議案 

・ 定款の変更議案 
 

29 令和6年6月3日 
・ 令和 5年度事業報告・決算 

・ 理事、監事及び理事増員の選任議案 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 特定費用準備資金の状況 

・  寄附金の状況 

30 令和6年6月25日 ・ 理事長（代表理事）の選任  
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回 開 催 期 日 審  議  事  項 報  告  事  項 

31 令和7年3月19日 

・ 令和 6年度補正予算 

・ 令和 7年度事業計画 

・ 令和 7年度予算 

・ 令和 7年度資金管理計画 

・ 第 16回評議員会の開催 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和 6年度事業報告書 

（令 7年 2月末現在） 

32 令和7年6月5日 
・令和 6年度事業報告・決算 

・理事及び監事の選任 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 寄附金の状況 

－ 
令和7年6月25日 

（書面決議） 
・ 理事長（代表理事）等の選任  

33 令和8年3月23日 

・ 令和 7年度補正予算 

・ 令和 8年度事業計画 

・ 令和 8年度予算 

・ 令和 8年度資金管理計画 

・ 公益充実資金 

・ 第 17回評議員会の開催 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 令和 6年度事業報告書 

（令 7年 2月末現在） 

・ 広島県女性総合センター（エソール

広島）の立地 

－ 
令和8年4月30日 

（書面議決） 

・ 評議員の選任議案 

・ 理事の選任議案 
 

－ 
令和8年5月22日 

（書面議決） 
・ 副理事長の選任  

34 令和8年6月9日 ・ 令和 7年度事業報告・決算 

・ 理事長・常務理事の職務執行状況 

・ 公益充実資金の管理状況 

・  寄附金の状況 
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Ⅵ 決算・予算 

 
（単位：千円） 

区       分 
決    算 予  算 

令和６年度 令和７年度 令和８年度 

経 

常 

収 

益 

基 本 財 産 等 運 用 益 
事 業 収 益 等 収 入 
県 補 助 金 等 収 入 
寄 付 金 収 入 
そ の 他 収 益 

１６２ 
１２，４１３ 
３８，３１６ 

１０ 
３９ 

４１２ 
１０，６２０ 
３８，２３９ 

０ 
８４ 

９０５ 
２，１８０

３６，０２３ 
１００ 
５０ 

計 ５０,９４０ ４９，３５５ ３９，２５８ 

経 
常 
費 
用 

事 業 費 
管 理 費 

４９,１５０ 
２,２０４ 

４６，９７０ 
２，１１９ 

４１，７９９ 
２，１６９ 

計 ５１,３５４ ４９，０８９ ４３，９６８ 

経 常 増 減 額 ▲４１４ ２６６ ▲４，７１０ 

経 常 外 増 減 額 ５０ ０  ０ 

法 人 税 等 ０ ０ ０ 

一 般 正 味 財 産 増 減 額 ▲３６４  ２６６ ▲４，７１０ 

指 定 正 味 財 産 増 減 額 ▲６５４ ▲５７７ ▲５７７ 

正 味 財 産 増 減 額 合 計 ▲１,０１８ ▲３１１ ▲５，２８７ 
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Ⅶ 施設 

 

   「エソール広島」は、女性の地位向上と社会参画活動の拠点施設として、広島市中区富士

見町地内の旧婦人会館跡地に建設されました。民間活力の導入による土地の高度な利用を図

る目的で、広島県、広島県歯科医師会、広島県国民健康保険団体連合会、広島県住宅供給公

社の四者が共同で建設した複合施設でしたが、「エソール広島」（公益事業部門）は、富士

見町地区の再開発事業により、平成30年６月１日から「おりづるタワー」10階に移転し、収

益事業（部門）は同年９月末をもって終了しました。 

「エソール」は、フランス語で「飛躍・発展」を意味しています。 

 

 

おりづるタワーの概要 
  

所 在 地 広島市中区大手町一丁目２番１号 

所 有 者 おりづるタワー株式会社 

管 理 運 営      
広島県が使用貸借する 10階の広島県女性総合センター（愛称：エソール 

広島）を公益財団法人広島県男女共同参画財団が管理運営 

規 模 構 造      鉄骨造・一部鉄骨鉄筋コンクリート造、地上 14階、地下２階 

延 床 面 積      11,590.63 平方メートル（うち広島県賃貸借分 707.31 平方メートル） 

 

 

（１）各階構成 

 

   14  階     オフィス  

  12～13 階   商業施設（屋上展望台） 

   11  階     オフィス  

   10  階      広島県女性総合センター  

  ３～９ 階     オフィス 

   ２  階      貸会議室  

   １  階     商業施設  

  地下１ 階      駐車場  

  地下２ 階      駐輪場  
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（２）施設・設備 

 

 

 

            ベランダ 

 

 

 

 

 

会議室   

 
 

交流 

スペース 

研修室１  
広島県の 
男女共同 
参画を 
すすめる会 

広島県地域
女性団体 
連絡協議会 

 

 

情報スペース 

（フリースペース） 

 

 

 

広 島 県 

男女共同 

参画財団 研修室２ 

 

 
相談室１ 

 
 
 
倉 庫 財団分室 

 
相談室２ 

 

 

 

 

名   称 面  積 定  員 

研修室１ 

研修室２ 

交流スペース 

フリースペース 

会議室 

相談室１ 

相談室２ 

事務スペース（3団体） 

財団分室 

倉庫 

    76.62㎡ 

    72.70㎡ 

    35.54㎡ 

   150.26㎡ 

    18.82㎡ 

     9.66㎡ 

     9.57㎡ 

   112.92㎡ 

    39.25㎡ 

    13.79㎡ 

４５名 

４５名 

１５名 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 
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（３）開館時間 

 

室   名   等 開  館  時  間 

交流スペース 午前９時 30分から午後９時まで 

（要申込） 研修室 

情報スペース 午前９時 30分から午後６時 15分まで 

電話相談 午前 10時から午後４時まで 

 

 

（４）休業日 

  

・１２月２９日～１月３日 

・電話相談は、上記に加えて、水曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定する休日 
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Ⅷ 沿革       

 

年 月 主   な   で   き   ご   と 

昭和 55 年 11 月 

(1980) 

・広島県の婦人の地位向上と社会参加を促進するための組織を結成するための 

第１回発起人会 

昭和 56 年４月 

(1981) 

・「広島県の婦人の地位向上と社会参加をすすめる会」発足 

（以下「すすめる会」） 

昭和 58 年 10 月 

(1983) 

・婦人総合センター建設について知事に要望書提出（すすめる会） 

昭和 60 年４月 

(1985)  ６月 

     ７月 

・婦人総合センター建設についてプロジェクト会議設置（すすめる会） 

・婦人総合センター基本構想策定委員会設置（広島県） 

・婦人総合センター基本構想について協議（すすめる会） 

昭和 61 年３月 

(1986) 

 

     ５月 

     ６月 

     ８月 

     ９月 

・婦人総合センター基本構想決定（広島県） 

・婦人総合センター管理運営のための財団法人設立基金の募金について合意 

（すすめる会） 

・財団法人設立基金募金について実施要綱決定（すすめる会） 

・婦人総合センター設計委託、地質調査実施（広島県） 

・婦人総合センター整備事業推進会議設置（広島県） 

・財団法人設立募金委員会発足（すすめる会） 

昭和 62 年３月 

(1987) 

     ８月 

・広島県、広島県歯科医師会、広島県国民健康保険団体連合会、広島県住宅 

供給公社の４者で婦人総合センター建設工事契約 

・婦人総合センター建設工事着工 

昭和 63 年３月 

(1988)  ４月 

 

     ７月 

     ８月 

 

 

     ９月 

 

・新設財団法人基本財産として 3,000 万円の出資を決定（広島県） 

・新設財団法人基本財産として 1,000 万円の出資を決定 

（広島県婦人団体連絡協議会） 

・新設財団法人基本財産として 2,100 万円の出資を決定（すすめる会） 

・財団法人広島県女性会議設立発起人会 

・財団法人 6,100 万円の基本財産受入れ 

・広島県知事から財団法人の設立許可 

・財団法人広島県女性会議第１回理事会 

・婦人総合センターの愛称を「エソール広島」に決定 

平成元年３月 

(1989)  ４月 

９月 

・エソール広島落成式 

・エソール広島オープン記念行事 

・ひろしま女性大学人材養成課程・通信課程開講 

平成２年４月 

(1990) 10月 

・エソール広島オープン１周年記念行事 

・広島県女性海外派遣事業（インドネシア、タイ） 

平成３年10月 

(1991) 

・広島県女性海外派遣事業（マレーシア、タイ） 
 

平成４年６月 

(1992) 

 

    10月 

・財団法人広島県女性会議の基本財産 1,300 万円増額（総額 7,400 万円） 

・附帯事業関係（会議室使用料金、レストラン、ホテル等）料金改定 

・「留学生コーナー」がひろしま国際センターへ移転 

・広島県女性海外派遣事業（インドネシア、シンガポール） 

平成５年９月 

(1993) 

・ひろしま女性大学人材養成課程を広島校・福山校として開講 

・広島県女性海外派遣事業（中国、韓国） 

平成６年４月 

(1994) 10月 

・エソール広島オープン５周年記念行事 

・エソール広島国際交流事業～アジアからの女性を迎えて 

（韓国、インドネシア、タイの女性を招待） 

平成７年８月 

(1995) 

・広島県女性海外派遣事業（第４回世界女性会議・中国北京市） 
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年 月 主   な   で   き   ご   と 

平成８年５月 

(1996) 10月 

・ひろしま女性大学備北講座開講（12 年度まで） 

・エソール広島国際交流事業～女と男のパートナーシップ 

(中国、シンガポール、タイの女性を招待) 

平成９年５月 

(1997) 

 

・エソール広島国際交流事業～ハワイ州に 10 名派遣 
（広島県とハワイ州友好提携調印式、記念祝賀会、ハワイ州女性団体との交流） 

・ひろしま女性未来会議発足 

平成10年10月 

(1998) 

・エソール広島開館 10 年記念事業（エソールフェスティバル） 

（ベアテ・シロタ・ゴ-ドン講演、ハワイ州女性団体招待、エソール女性議会等） 

平成11年７月 

(1999) 

・男女共同参画推進 21 世紀基金創設 

平成12年 ４月 

（2000） 

10月 

     11月 
 

・就業援助事業の直轄運営 

・ホームページ開設 

・ひろしま女性いきいき講座開講 

・男女共同参画社会づくり啓発パネル制作 

・広島県女性海外派遣友の会がハワイ州の女性団体を訪問 

平成13年３月 

(2001)  ７月 

 

・ＩＴフォーラム開催（広島市、東広島市） 

・女性のためのＩＴ教室開設（平成 17 年度まで） 

・地域入門講座開講 

・地域活動団体の育成・支援事業開始 

平成14年３月 

(2002)  ４月 

     ７月 

11月 

・広島県男女共同参画推進条例制定記念フォーラムの開催 

・付帯サービス部門の直営化 

・エソール広島映画祭の開始（「平塚らいてうの生涯－元始、女性は太陽であった－」） 

・一日エソール開講（15 年度まで） 

平成15年４月 

(2003) 10月 

・レストラン「ステラ」のリニューアル・オープン 

・メンタルサポーター養成講座開講 

平成16年３月 

(2004)  ４月 

７月 

・９階客室改修工事 

・在宅ワーク支援センター広島に名称変更（旧：就業援助センター） 

・在宅ワーク支援センター福山開設  

平成17年１月 

(2005)   

４月 

・１階ロビーに無料のエソール広島展示コーナーを開設 

・在宅ワーク支援の一環として県から発注企業特別開拓事業を受託 

・メンタルサポーター養成講座において聴講制度を設置  

・研修受託事業開始 

平成18年５月 

(2006)  ６月 

 

 

10月 

・メールマガジンの発行開始 

・「ひろしま女性大学」及び「ひろしま女性いきいき講座」を改変し発展させた 

新大学の名称を「エソールひろしま大学」に決定 

・男性対象講座開始 

・エソールひろしま大学基礎講座開講 

平成19年３月 

(2007) ４月 

 

６月 

     10月 

・インターネット通信講座開始 

・レストラン「ステラ」を外部委託し、リニューアル・オープン 

・エソールひろしま大学応用講座開講 

・エソールひろしまフォト・川柳コンテスト実施 

・エソールひろしま大学専科開講 

平成20年２月 

(2008) ３月 

     ４月 

     ５月 

     10月 

・ホームページ内にチャレンジサイトを開設 

・在宅ワーク支援事業（県委託）終了 

・在宅ワーク支援事業を自主事業とし、支援センター福山を広島に統合 

・全国女性会館協議会から「女性のためのパソコン講座」受託 

・エソール広島 20 周年記念事業「エソール祭」開催 

平成21年６月 

(2009) 10月 

    11月 

・「デートＤＶ相談」受付開始 

・「エソールひろしま大学」基礎講座 リニューアル 

・全国女性会館協議会から「女性のためのパソコン講座地域展開事業」受託 
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平成22年４月 

(2010)       

７月 

    10月 

  23年１月 

・全国女性会館協議会から「女性のためのパソコン講座」受託 

・エソールひろしま大学応用講座リニューアル 

・女性のためのチャレンジ相談受付開始 

・広島県から「在宅ワーク発注企業開拓事業」受託 

・エソールひろしま大学専科リニューアル 

平成24年３月 

(2012)  ４月 

      

・ホテルエソール広島宿泊事業部門を貸事務室に変更 

・広島県から「働く女性のための就業継続応援事業」受託（平成 28 年度まで） 

・附帯サービス部門を営業課に名称変更 

平成25年３月 

(2013)  ４月 

      

    ７月 

・広島県知事から公益財団法人移行の認定 

・公益財団法人広島県男女共同参画財団に名称変更 

・公益財団法人の基本財産の額を 6,100 万円に決定 

・働く女性のネットワーク会議を開催（広島県受託） 

平成26年２月 

(2014) ６月 

・「女性活躍促進シンポジウム」を開催（広島大学受託事業） 

・広島県から「女性の活躍促進事業」受託 

平成27年３月 

(2015)  ４月 

    ９月 

11月 

・在宅ワーク支援センター休止 

・広島県から「メンター養成講座事業」受託 

・広島県から「子育て支援員研修事業」受託 

・在宅ワーク支援センター廃止 

平成28年２月 

(2016)  ４月 

・広島大学から「女性研究者研究活動支援事業（拠点型）セミナー」受託 

・広島県から「子育て支援員研修事業」受託 

平成29年６月 

(2017)  ８月 

 

    10月 

・広島県から「女性の活躍促進における人材育成研修運営業務」受託 

・エソール広島開館 30 周年プレ事業開催 

（ノーベル平和賞受賞者ジェリー・ホワイト氏講演会） 

・LGBT 電話相談開始（第２土曜日） 

平成30年４月 

(2018) ６月 

 

９月 

 

 

10月 

12月 

・広島県から「家事分担促進事業業務」「人権啓発指導者等養成等業務」受託 

・広島県女性総合センター「おりづるタワー」に移転 

・LGBT 電話相談日の拡充（毎週土曜日） 

・旧エソール広島（富士見町）閉館（９月末） 

・収益事業を廃止（９月末） 

・交流スペース・研修室の共用開始 

・情報スペース書籍の貸出し再開 

・交流スペース・研修室の利用時間拡大（申込みがあった場合 21 時まで延長可） 

・Facebook 開始 

・エソール広島移転お披露目会及び 7月豪雨災害被災者支援助成金贈呈式開催 

平成31年４月 

(2019) 

 

 

・広島県から「人権啓発指導者等養成等業務」受託 

・エソール広島開館日及び開館時間拡大（開館日は 12/29～1/3 を除く全ての日、

開館時間は 9:30～21:00（日曜・祝日は原則 18:15 まで[交流スペース・研修室は

申込みがあった場合、21:00 まで延長可]に変更） 

・エソールきらめきトークライブ開始 

令和２年２月 

(2020) 

      

 

 

 

 

    ４月 

    ６月 

      

    12月 

・エソールひろしま大学（基礎講座・応用講座）休止、女性目線で考える防災講座

を開講 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、財団主催の講座・研修事業を中止又

は延期 

・施設の利用を段階的に休止（4/14～5/31 夜間閉館、4/18～5/10 相談業務以外の

業務を全て休止、図書貸出は 5/11、情報コーナーは 5/18 から再開） 

・相談業務は 3/8～3/31 まで電話相談時間短縮、面接相談休止（4/1 から再開） 

・新型コロナウイルスが女性に及ぼす影響について緊急アンケート調査実施 

・6/1 から全ての業務を再開（研修室等の利用人数は約半数に制限） 

・エソール広島 YouTube チャンネル開設（エソールつながるトークリレー配信） 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため夜間閉館（12/12～） 
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令和３年１月 

(2021) 

 

    ４月 

    ５月 

 

 

    ７月 

 

    ８月 

    12月 

・エソールひろしま大学（オンライン）を開講、SDGs をテーマに男女共同参画社会

づくりを推進するため、困難・不確実性が拡大する時代に、自主性・自立性を持

ち、柔軟に考え、生き抜く力を身に付けた人財の養成を目的にリニューアル。 

・第２回新型コロナウイルス禍が及ぼす影響についてアンケート調査実施 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため臨時休館（5/8～6/20） 

 （財団主催の講座・研修事業を中止又は延期、相談業務は通常どおり実施） 

・広島県から「性差に係る固定的役割意識の解消に向けた啓発事業」受託 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、臨時休館（7/31～9/30） 

 （財団主催の講座・研修事業を中止又は延期、相談業務は通常どおり実施） 

・広島県から依頼を受け生理用品の無償配布を実施 

・広島県から「わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業」受託 

令和４年１月 

(2022) 

    ２月 

    ４月 

    ５月 

    ９月 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、臨時休館（1/9～3/6） 

 （財団主催の講座・研修事業を中止又は延期、相談業務は通常どおり実施） 

・専門家（弁護士、臨床心理士等）による相談会及び支援者への助言会開催 

・対人支援の技術開講 

・県立学校を対象にセクシュアリティ教育講演会を広島県教育委員会と共催実施 

・広島県から「わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業」受託 

・広島県から「専門家（弁護士、臨床心理士）による無料相談会」受託 

令和５年５月 

(2023) ６月 

    ７月 

 

 

    ８月 

 

    11月 

・Ｇ７サミットのため、臨時休館（5/18～5/21） 

・対人支援の技術（カウンセリングから学ぶ）開講 

・「フェムテックフェス in hiroshima」を他団体と共催で開催 

・広島県から「専門家（弁護士、臨床心理士、LGBT 等支援者）による無料相談会」

受託 

・広島県から「わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業（川柳等

公募キャンペーン業務）」受託 

・対人支援の技術フォローアップ講座開講 

令和６年１月 

(2024) ６月 

 

 

    11月    

・教職員を主な対象とした LGBT 講演会（性の多様性と教育）開催 

・対人支援の技術（３回連続講座）開講 

・広島県から「わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業（川柳等

公募キャンペーン業務）」受託 

・対人支援の技術フォローアップ講座開講 

令和７年５月 

（2025）  

     ７月  

 

８月 

     ９月 

・山崎ナオコーラさん講演会「ものがたりをジェンダーの視点でたのしむ」開催 

・弁護士相談会開催（奇数月、第３金曜日） 

・広島県から「わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業（川柳等

公募キャンペーン業務）」受託 

・出張！エソール塾 in 東広島開催（全５回：8/27、9/10、9/24、10/15、10/28） 

・小学生を対象としたジェンダー啓発事業「エソールで学ぼう」開催 

・ＬＧＢＴ無料相談会開催（福山市：9/23、2/11） 

令和８年５月 

(2026) 

・公開講座「妖怪とジェンダー」開催 

 


